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平成23年5月10日
毎月１回発行

市の人口／68,701人（－183人）
　　　男／33,543人（－ 77人）
　　　女／35,158人（－106人）
世 帯 数／26,230世帯（－16世帯）
　　　　平成23年４月１日現在
　　　　　　　～外国人登録を含む～

主 な 内 容

●大地震を経験して その教訓を決して忘れない！ ………… ❷
●本庁舎から事務室を移転しました …………………………… ❸
●東日本大震災義援金 受付状況の報告とお礼 ……………… ❹
●会議室等のご案内 ……………………………………………… ❹
●平成23年度当初予算 ……………………………………… ❻・❼
●“聴く”から始める市政改革 声とともに進んでいます … ❽・❾
●健診で健康状態の確認を！ ……………………………… 10・11
●秩父市の融資・補助制度のご案内 …………………………… 12
●５/11㈬～20日㈮春の全国交通安全運動 …………………… 13
●お知らせのページ ………………………………………… 18～22

「希望の丘」で「わがまちの花」を植樹
ミューズパークで、つつじやさくらなど東日本
大震災で避難されてきた方の「わがまちの花」
が植樹されました。園内整備の一環として計画
されたこの植樹には、避難者の方にも参加して
いただきました。また、この一帯は「秩父ミュー
ズパーク 希望の丘」と名づけられました。

福島県河内村の花「サラサドウダン」を植える避難者の方



東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す

覚えておこう！

安否の確認など、家族間での連絡に活用できます

NTT災害用伝言ダイヤル171の使い方
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避
難
場
所
の
確
認
を
！

　

市
内
に
は
、
市
が
指
定
す
る
自
主
避

難
所
、
一
時
避
難
場
所
、
避
難
所
（
収

容
避
難
所
）
の
ほ
か
に
、
各
町
会
が
指

定
す
る
一
時
（
い
っ
と
き
）
集
合
場
所

が
あ
り
ま
す
。
非
常
時
に
備
え
て
一
度

確
認
し
、
家
族
み
ん
な
で
共
通
認
識
を

図
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※ 
避
難
場
所
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

Ｃ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎
月
13
日
は

「
市
民
防
災
と
防
犯
の
日
」

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
防
災
・
防
犯
意
識
を
高
め
、
災
害

帰
宅
困
難
に
備
え
よ
う

　

昼
間
の
人
口
が
多
い
都
市
部
で
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
交
通
機
関
の
ス

ト
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
自
宅
に
戻
れ
な
い

「
帰
宅
困
難
者
」
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
万
が
一
の
と
き
を
想
定
し

て
、
勤
務
先
や
学
校
か
ら
の
帰
宅
方
法

を
考
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
帰
宅
地
図
を
用
意
す
る

　

帰
宅
経
路
を
複
数
想
定
し
、
自
分
な

り
の
帰
宅
地
図
を
作
成
し
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

●
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く

　

地
震
が
起
こ
る
と
、
安
否
確
認
の
た

め
全
国
か
ら
連
絡
が
殺
到
し
、
家
族
と

の
連
絡
も
簡
単
に
と
れ
な
い
状
況
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
族
と
次
の
よ
う

な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
災
害
時
の
安
否
確
認
の
方
法

□
家
族
の
集
合
場
所

□
徒
歩
で
帰
宅
す
る
場
合
の
ル
ー
ト

へ
の
備
え
を
充
実
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
毎
月
13
日
を
「
市
民
防
災

と
防
犯
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

●
突
然
起
こ
る
天
災
（
１て

ん

３さ
い

）

●
い
ざ
（
１い

３ざ

）
と
い
う
と
き

● 

と
っ
さ
（
１と

っ

さ３
）
の
行
動
が
と
れ

る
よ
う
に

　

家
庭
や
職
場
で
話
し
合
い
を
す
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１
危
機
管
理
課
☎
22

－

２
２
０
６

大
地
震
を
経
験
し
て

そ
の
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
な
い
！

●屋根：瓦にひび割れ、ずれ、
はがれがあれば補強し、ア
ンテナはしっかり固定する

●ベランダ：植木鉢などは落
下しないように低い位置に
置き、整理整頓しておく

●ブロック塀：ひび割れや傾
きがあれば修理し、基礎部
分がないものや鉄筋が入っ
ていないものは補強する

家
の
内
外
の
安
全
対
策
を
！

●家具の転倒を防ぐため、Ｌ
字型金具で固定したり、転
倒防止フィルムをはる

●人の出入りが少ない部屋に
家具をまとめる。寝室に置
く場合は体の上に倒れてこ
ないようにする

●窓ガラスや食器棚のガラスには飛散防止
フィルムをはる

●通路や出入り口に荷物を置かない

家の外 家の中
　

初
め
て
経
験
し
た
大
地
震
の
揺
れ
と
、
そ
の
後
の
度
重
な
る
余
震
や
停
電
…
。
不
安
を

抱
え
な
が
ら
の
生
活
の
中
に
も
、
き
っ
と
得
ら
れ
る
何
か
が
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
経
験
し
た
こ
と
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
見
聞
き
し
た
情
報
を
教
訓
と

し
て
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

伝
言
の
登
録

171→1→（　 　 ）－　 －
ガイダンスが
流れます

市外局番からダイヤルして
ください

被災地の方は自宅の電話番号を、被災地以外の方
は被災地の方の電話番号を

伝
言
の
再
生

171→2→（　 　 ）－　 －
ガイダンスが
流れます

市外局番からダイヤルして
ください

被災地の方は自宅の電話番号を、被災地以外の方
は被災地の方の電話番号を

○○○○ △△ ××××

○○○○ △△ ××××

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、
秩父保健センター、スポーツ健康センター、文化体育センター、吉田生涯学習センターでも配布しています



１階

２階

出入り口

出入り口

出
入
り
口

本
庁
舎
側

出
入
り
口

市
民
課

市
長
室

こ
ど
も
課

保
険
年
金
課

ＷＣ（女）ＷＣ（女）

多目的WC多目的WC

ＷＣ（男）ＷＣ（男）

●市民生活課
●保険年金課
（レセプト点検室）

●契約課
●財政課

地
域
医
療
対
策
課

EV EV

多目的WC多目的WCEV EV

●包括支援
　センター

●市民税課
●資産税課 ●会計課

●市金庫
●収納課

相談室

●社会福祉課
●障がい者福祉課
●高齢者介護課

市長
応接室

ホール

茶室

和室2

和室1コピー室

改革推進課

地域政策課

広報広聴課

秘書課

打合せ、相談、
会議スペース

管
財
課市役所本庁

舎等建設準
備室

記
者
ク
ラ
ブ

警備員室

副市長室

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

保
健
給
食
課

相談コーナー

臨時会議室

庁議室

文
化
財
保
護
課

情報政策課・工事検査課

情報政策
課（サー
バー室）

給湯室

教育長室

談話室

会 議 室

調理室

印刷室

●共有スペース
●相談室、会議室
打合せ室

自動販
売機コー
ナー

ＷＣ（女）ＷＣ（女）

ＷＣ（男）ＷＣ（男）

総合案内
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本庁舎から事務室を移転しました

歴史文化伝承館内での移転先

　東日本大震災により被災した市役所本庁舎の一部業務については、
暫定窓口を設置し、歴史文化伝承館で行ってきました。
　しかし、本庁舎は閉鎖せざるをえない状態であることから、次のとお
り事務室を臨時に移転し、すべての部署が新たな場所で業務を開始し
ました。
　市民の皆さんには、ご不便とご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
１管財課☎２２－２２０８

※ このほか、館内１階から環境部生活衛生課が３階に、
本庁舎から総務部（総務課、人事課、危機管理課）が
５階に移転しました。

　 なお、２階の教育委員会、３階の環境部、４階および
５階の地域整備部の配置に変更はありません。

休日窓口のうち、日曜・祝日窓口は再開しました。
詳しくは、26ページの「くらしのカレンダー」でご確認ください。

被災者支援へのご協力
ありがとうございました
　市では、東日本大震災の発生を受け、
ミューズパークスポーツの森コテージ
で、被災された方の受け入れを行って
きました。約１か月半の受入期間中に
91人の方が避難してこられ、さらには、
市民の方から無償で個人住宅等をご提
供いただき、市内に約20人の方が現在
も避難されています。
　多くの方が、不慣れな土地での生活
を余儀なくされ、不安な日々を過ごさ
れる中、市民の皆さんや町会・各種団
体等による炊き出しや物資のご提供な
どのご支援・ご協力により、皆さんに
勇気を与え、元気を取り戻すきっかけ
づくりができました。
　引き続き、滞在されている皆さんに
対して、温かいご支援・ご協力をお願
いします。
　今回の大震災の復興にはまだまだ多
くの時間がかかりますが、市では、こ
れからもできる限りの支援をしていき
ます。皆さんで手を取り合い、日本の
力を信じて前に進んでいきましょう。

●赤十字奉仕団をはじめ多くの団体の皆さん　に温かい料理を振舞っていただきました

● 市内の愛好
者が企画し
たフットサ
ル交流会。
　 コート脇に
は義援金箱
(ビン)が…

● カットと会話で髪も心も軽くなりました

● ゴスペル音
楽を聴

いて歌って、
心も

体もリフレッ
シュ

できた様子で
す

歴
史
文
化
伝
承
館

以
外
へ
の
移
転
先

監査事務局
☎２２－８２００ 荒川総合支所選挙管理委員会

議会事務局・議場 ☎７２－２１２２（変更） 吉田総合支所
観光課 ☎２５－５２０９ 秩父観光情報館
商工課 ☎２５－５２０８

地場産センター
企業支援センター ☎２１－５５２２（新設）
農政課 ☎２５－５２１０
農業委員会 ☎２５－５２３１
中央公民館・
勤労青少年ホーム ☎２２－０４２０ 芸術文化会館



2011年5月号 4

ふるさと納税
でご寄附をいただきました

　市では、「ふるさと納税」制度により広く
寄附を募っていますが、昨年10月から３月ま
での６か間に、12件420,000円の温かいご寄
附をいただきました。
　これにより、寄附金累計は、53件2,339,472
円となりました。
　この寄附金は、ご寄附いただいた方の希望
された「お品書き」（使い道）に沿った事業
に大切に使わせていただきます。

～ご寄附をいただいた方～

・島田洋蔵様（茨城県つくば市在住） 30,000円
・島田清蔵様（東京都大田区在住） 50,000円
・大野哲郎様（群馬県前橋市在住） 100,000円
・須藤智洋様（東京都日野市在住） 5,000円
・匿名希望様（東京都練馬区在住） 20,000円
・匿名希望様（埼玉県日高市在住） 15,000円
・匿名希望様（群馬県神流町在住） 10,000円
・堀口宏治様（宮城県仙台市在住） 25,000円
・堀口賢司様（東京都練馬区在住） 35,000円
・匿名希望（埼玉県さいたま市在住） 30,000円
・匿名希望（埼玉県さいたま市在住） 50,000円
・冨岡サチ子様（東京都目黒区在住） 50,000円

ご寄附にあたり、次のような
メッセージをいただいています
●秩父の発展を願っています。（島田洋蔵様）
●秩父のみどりのために。（島田清蔵様）
● 吉田幼稚園と吉田保育所が認定こども園にな
るように頑張ってください。（大野哲郎様）
●ふるさと秩父を応援するため。（須藤智洋様）
●父母が暮らしているので。（匿名希望様）
●ふるさと納税をもっとPRしてください。
　（堀口宏治様、堀口賢司様）
●秩父市の発展のために。（匿名希望様）
● 楽しませていただいた山や川に感謝の気持ち
です。（匿名希望様）

希望された「お品書き」（使い道）

○環境に優しい秩父づくり
　１件　50,000円
○住みたくなる秩父づくり
　２件　25,000円
○助けあい温もりの秩父づくり
　２件　110,000円
○使い道はおまかせ
　７件　235,000円
１財政課☎２２－２２０３

施設名 所在地 用途 定員 料金 申し込み・☎

クラブハウス21 中宮地町4－23 会議室 48人(24人×2) 有 市民生活課
☎25－5200

上町街かどギャ
ラリー 上町3－12－53 会議室 40人、10人、和室

25人×2 有 生涯学習課
☎23－2294

スポーツ健康セ
ンター 下影森924－1 会議室 40人、15人 無 市民スポーツ課

☎25－5230

秩父みどりが丘
工業団地地区セ
ンター

みどりが丘54 会議室 90人、30人×2、8
人、和室15人×2 有

秩父みどりが丘工業
団地地区センター
☎62－2623

福祉女性会館 野坂町1－13－
14

ホール 100人
有 福祉女性会館

☎22－1050会議室 40人、30人×2、24
人、和室24人

尾田蒔公民館 寺尾1941－1 会議室 80人、20人、和室8
人 有 尾田蒔公民館

☎23－9010

原谷公民館 大野原2991 会議室 30人、16人、12人 有 原谷公民館
☎22－0658

久那公民館 久那2183－1 会議室 15人 有 久那公民館
☎22－1495

高篠公民館 山田2589－1 会議室 40人、30人 有 高篠公民館
☎22－1220

大田公民館 太田1749 会議室 50人、8人、和室20
人 有 大田公民館

☎62－1440

影森公民館 下影森184 会議室 30人 有 影森公民館
☎22－0777

浦山公民館 浦山2215－3 会議室 50人、8人、和室10
人 有 浦山公民館

☎24－4912

やまなみ会館 下吉田6557－1
ホール 500人

有 吉田・市民福祉課
☎77－1113会議室 40人

吉田振興会館 下吉田6585－2 会議室 30人、20人、和室
12人×2 有 吉田・市民福祉課

☎77－1113

吉田取方総合運
動公園体育館 下吉田427 会議室 50人、40人 無 吉田・市民福祉課

☎77－1113

吉田生涯学習セ
ンター 下吉田6569－1 会議室 30人、20人 有 吉田公民館

☎77－1100

大滝振興会館 大滝4277－8 会議室 50人、30人、10人、
8人 有 大滝・地域振興課

☎55－0861

大滝公民館 大滝945 会議室 30人、和室50人 有 大滝公民館
☎55－0033

荒川農村環境改
善センター 荒川日野70－1

ホール 300人
有 荒川農村環境改善センター

☎54－2230和室 30人、10人

荒川公民館 荒川日野76－1
ホール 150人

有 荒川公民館
☎54－1058会議室 20人×2、18人×2

※料金や利用時間等詳しくは、各施設までお問い合わせください。

　市内には、会議等を行える多くの施設があります。
　市では、震災で被害を受けた市民会館および市役所本庁
舎を閉鎖していますので、会議等を行う場合には次の各施
設をご利用ください。

会議室等のご案内

　日本赤十字社秩父市地区では、東日本大震災義援金
を受け付けています。
　すでに多くの方々から温かいお気持ちをお寄せいた
だいており、４月21日現在、22,452,495円の義援金が
集まり、日本赤十字社埼玉県支部へ送金しました。
　義援金をお寄せいただきました、個人、団体の方々
に、心からお礼申し上げます。
１社会福祉課☎２５－５２０４

東日本大震災義援金
受付状況の報告とお礼



ご寄附ありがとうございました

「和を以
も

って

貴
たっと

しと為
な

す」

市長コラム

市
役
所
本
庁
舎
機
能
の

す
べ
て
が
移
転
し
ま
す

市
長  

久
喜  

邦
康

5

庁
舎
機
能
を
す
べ
て
移
転
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
に
ご
参
加
い

た
だ
て
い
る
皆
様
や
芸
術
関
係
団
体
の

皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
し
、
市
役
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
お
客
様
に
も
窓
口
が
点
在
す
る

こ
と
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
業
務
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
会
館
も
「
要
注
意
」
と

診
断
さ
れ
た
建
物
で
す
。
す
で
に
予
定

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
は
中
止

や
別
の
会
場
を
探
す
よ
う
お
願
い
し
、

新
規
の
利
用
申
し
込
み
は
お
断
り
し
て

い
ま
す
。
重
ね
て
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
市
民
会
館
の
機
能
を

持
ち
、
秩
父
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
場

所
を
兼
ね
備
え
た
（
仮
称
）
ふ
る
さ
と

学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
大
震
災
を
契
機
に
苦

渋
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
ま

ず
は
防
災
拠
点
で
あ
り
、
皆
様
が
日
常

お
越
し
に
な
る
本
庁
舎
の
建
設
を
最
優

先
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
民
会
館
は
、
本
市
の
文

化
芸
術
の
振
興
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
施
設
で
す
。
今
後
、
市
議
会

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
十
分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
、

市
民
会
館
の
機
能
の
一
部
を
備
え
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
本
庁
舎
を
、
財

政
的
な
負
担
を
最
小
限
に
し
て
建
設
す

る
よ
う
早
急
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
市
役
所
本
庁
舎
は
、
応
急
危
険
度
判

定
士
に
よ
る
判
定
の
結
果
、「
要
注
意
」

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

隣
の
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
の
公
民
館
活

動
の
ス
ペ
ー
ス
に
臨
時
窓
口
を
開
設
し
、

お
客
様
の
応
対
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

と
直
接
的
に
は
関
係
の
薄
い
業
務
に
つ

い
て
は
、
依
然
と
し
て
被
災
し
た
本
庁

舎
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
歴
史
文
化
伝
承
館
や
各
総
合
支
所
、

芸
術
文
化
会
館
や
地
場
産
セ
ン
タ
ー
等

に
執
務
場
所
を
分
散
す
る
こ
と
で
、
本

と　　　　き と　こ　ろ

５月25日
㈬

午前９時～10時 大滝総合支所
午前11時～11時30分 歴史文化伝承館１階

６月29日
㈬

午前９時～10時 荒川総合支所
午前11時～11時30分 歴史文化伝承館１階

※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
１広報広聴課　☎２２－２５０５

　次の方々から、ご寄附をいただきました。温かな善意に感謝し、
ご紹介します。 （平成23年３月）
◎社会福祉のために
　 ▼９日、㈱ヤオコー秩父上野町店様から11,548円
　 ▼９日、山口喜三様から座椅子５脚
◎小学一年生の登下校における防犯のために
　 ▼27日、埼玉県トラック協会様から
　　光るトラック型防犯ブザー556個
◎エコキュート県内10万台の販売達成を記念した地域貢献事業として
　 ▼29日、東京電力㈱埼玉支店様から
　　50万円分（210個）のＬＥＤ電球
　　⇒市立病院のベッド照明などで利用させていただきます。
◎市民生活の向上のために
　 ▼31日、火曜ヨガクラブ様から50,000円

　東日本大震災による影響で、都内の水
道水の放射能汚染が心配されるとの報道
を受け、豊島区から秩父市に対して飲料
水の提供要請がありました。
　両市は昭和58年10月に姉妹都市宣言を
して以来、長く交流を重ね、平成７年６
月には災害協定を、平成21年11月にはさ
らに交流の輪を広げ、絆を深めようと「ふ
くろう協定」を締結しました。

　４月１日、株式会社秩父源流水様か
ら市にご寄贈いただいた１リットルボト
ル4,500本の飲料水がトラックに積まれ、
豊島区の職員に引き渡されました。
　豊島区の唯一の姉妹都市となる秩父市
としては、今後も交流を深め、災害等が
発生した際には協定に基づき、できる限
りの支援をしていきます。
１危機管理課☎２２－２２０６

縁
えにし

深き東京都豊島区に飲料水を提供！

大滝にある㈱秩父源流水で同社の社員
と積み込み作業をする豊島区の職員

市ホームページ「市長ブログ～ようこそ！ 市長室へ～」日々更新中！ぜひご覧ください。
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平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
秩
父
市
経
営
方
針
（
久
喜
プ
ラ
ン
）」、「
秩
父
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
予
算
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
度
の
高
い
、
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一般会計歳入歳出総額２６６億７，３００万円

平成23年度当初予算

[前年度比４．３％増]

一般会計の歳出

身の丈にあった自治体規模への転換を目指して

一般会計の歳入

歳入
自

依
存

主
財

財 源源
歳出

市税
86億2,562万1千円
32.3％

県支出金
19億2,091万9千円
7.2％

民生費
92億9,787万3千円
　34.8％

総務費
32億7,716万6千円
12.3％

教育費
30億5,894万2千円
11.5％

土木費
25億8,818万2千円
9.7％

衛生費
23億1,253万9千円
8.7％

その他
21億3,734万1千円
8.0％

消防費
11億1,395万9千円
4.2％

公債費
28億8,699万8千円
10.8％

その他
11億7,000万円
4.4％

繰入金
6億2,063万7千円
2.3％

その他
22億2,373万1千円
8.3％地方交付税

65億5,000万円
24.6％

国庫支出金
29億2,009万2千円
11.0％

市債
26億4,200万円
9.9％

〈会計別の予算規模〉

会 計 別 平成23年度予算額
（A)

平成22年度予算額
（B) 比較増減（A) － (B) 伸び率

一 般 会 計 266億7,300万　　円 255億8,415万５千円 10億8,884万５千円 4.3%

特 別 会 計 159億9,333万　　円 149億 126万１千円 10億9,206万９千円 7.3%

内　
　
　
　
　

訳

国 民 健 康 保 険
（事 業 勘 定） 77億 799万　　円 75億4,536万９千円 １億6,262万１千円 2.2%

国 民 健 康 保 険
（診 療 施 設 勘 定） １億1,953万４千円 １億1,872万７千円 80万７千円 0.7%

後 期 高 齢 者 医 療 ６億7,268万４千円 ５億7,440万１千円 9,828万３千円 17.1%

介 護 保 険 49億5,928万１千円 47億 480万９千円 ２億5,447万２千円 5.4%

下 水 道 事 業 20億8,305万５千円 15億 759万５千円 ５億7,546万　　円 38.2%

農 業 集 落 排 水 事 業 １億2,009万３千円 １億2,638万６千円 ▲629万３千円 ▲5.0%

戸別合併処理浄化槽事業 ２億2,300万９千円 ２億1,752万８千円 548万１千円 2.5%

公 設 地 方 卸 売 市 場 3,522万４千円 3,558万７千円 ▲36万３千円 ▲1.0%

駐 車 場 事 業 7,246万　　円 6,816万　　円 430万　　円 6.3%

老 人 保 健 0円 269万９千円 ▲269万９千円 皆減

企 業 会 計 60億 719万８千円 56億3,797万９千円 ３億6,921万９千円 6.5%

内
訳

水 道 事 業 30億8,963万　　円 28億1,411万２千円 ２億7,551万８千円 9.8%

市 立 病 院 事 業 29億1,756万８千円 28億2,386万７千円 9,370万１千円 3.3%

合 計 486億7,352万８千円 461億2,339万５千円 25億5,013万３千円 5.5%



平成23年度の主要事業
 （単位：千円）

事　　業　　名 予算額
森と水の力を未来につなぐ「環境のまち」
特定分収育林事業 5,746 
市営林保育事業 22,477 
河川改修事業 55,150 
安全ですみたくなる「快適なまち」
地域乗合バス路線確保対策事業 69,000 
お出かけ楽々バス事業 21,460 
地デジ難視聴解消事業 15,313 
地域生活環境整備工事 9,000 
住宅リフォーム資金助成事業 15,000 
市道整備事業 623,350 
国道299号街路整備事業 251,566 
中央通線街路整備事業 95,564 
防火水槽新規築造事業 14,000 
消防団詰所新築事業 16,000 
下水道管渠築造工事 111,985 
下水道センター改築更新事業（継続） 717,000 
戸別合併処理浄化槽施設整備事業 152,000 
石綿セメント管布設替工事 256,600 
温もりと安心のある「健康のまち」
重度心身障害者通所施設事業 16,394 
障害者自立支援事業 871,024 
特別養護老人ホーム偕楽苑運営業務委託事業 464,394 
県後期高齢者医療広域連合負担金 525,430 
秩父広域市町村圏組合負担金（救急医療）
（ちちぶ定住自立圏推進事業）（新規） 45,000 

インフルエンザ予防接種補助事業 31,025 
肺炎球菌予防接種補助事業 1,800 
女性特有のがん検診事業 11,281 
子宮頸がんワクチン予防接種事業（新規） 25,832 
ヒブワクチン予防接種事業（新規） 18,276 
小児用肺炎球菌ワクチン予防接種事業（新規） 26,115 
医療機器等購入事業
（循環器内科モニタリングシステム他） 37,362 

にぎわいと感動を呼ぶ「交流のまち」
大輪地区遊歩道整備事業（新規） 9,000 
観光トイレ設置事業 6,300 
秩父芸術祭開催委託料 3,300 
秩父祭笠鉾屋台修理事業 25,180 
三峰駐車場整備工事 23,000 
すぐれた価値を生み出す「活力のまち」
ふるさと雇用再生基金活用事業 48,757 
緊急雇用創出基金活用事業 270,404 
地域特産物開発事業補助金（新規） 500 
有害鳥獣対策事業 9,432 
森林管理道新設改良事業 172,270 
中小企業振興資金利子補給 13,000 
産学官連携推進事業資金貸付金（新規） 30,000 
健やかに成長できる「共育のまち」
子ども手当 1,484,880 
こども医療費支給事業 184,800 
多子世帯子育て支援事業 73,795 
私立保育園等運営委託 673,385 
放課後児童対策事業 133,131 
特別支援教育事業 10,536 
英語力向上支援事業 27,596 
教育相談事業 22,229 
尾田蒔小学校校舎改築事業（新規） 717,848 
南小学校体育館改築事業（新規） 33,100 
大田小学校校舎大規模改修事業（新規） 6,000 
吉田小学校体育館大規模改修事業（新規） 3,000 
互いに助けあう「協働のまち」
市議会インターネット配信事業（新規） 2,111 
外部人材活用事業（ちちぶ定住自立圏推進事業） 35,000 
公共施設調査事業（新規） 5,000 
自治振興補助事業（新規） 26,360 
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予
算
の
概
要

①
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢

　

国
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
地
方
財
政

計
画
で
は
、
企
業
収
益
の
回
復
等
に
よ

り
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
収
入
が
増
加
す
る
一

方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や
公

債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
職
員
の
定
員
純
減
や
人
事
委

員
会
勧
告
等
の
反
映
に
伴
い
、
給
与
関

係
経
費
が
大
幅
に
減
少
し
て
も
な
お
、

依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
市
に
お
い
て
も
、
自
主
財
源
の

確
保
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
は

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
中
で
も
ニ
ー
ズ

の
高
い
、
医
療
と
福
祉
の
充
実
、
雇
用

対
策
、
環
境
保
全
、
教
育
の
充
実
な
ど

に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

歳
出
増
ま
た
は
歳
入
減
を
伴
う
施
策
の

新
た
な
導
入
・
拡
充
を
行
う
際
は
、
そ

れ
に
見
合
う
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す

る「
財
源
確
保
ル
ー
ル（
ペ
イ
ア
ズ
ユ
ー

ゴ
ー
原
則
）」
の
徹
底
を
基
本
方
針
と

し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

②
歳
入
の
概
要

　

企
業
収
益
の
回
復
等
に
よ
り
、
法
人

市
民
税
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

市
税
収
入
全
体
で
は
若
干
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
支
出
金
が
緊
急

雇
用
創
出
基
金
事
業
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
地
方
交
付
税
は
、
算
出
の
一

部
に
用
い
ら
れ
る
国
勢
調
査
人
口
が
減

少
と
な
っ
た
た
め
、
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

③
歳
出
の
概
要

　

民
生
費
は
、
新
設
さ
れ
た
私
立
保
育

園
等
の
運
営
委
託
料
な
ど
に
よ
り
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
費
が
緊

急
雇
用
対
策
事
業
を
拡
充
し
た
こ
と
に

よ
り
増
額
と
な
り
、
教
育
費
が
尾
田
蒔

小
学
校
の
改
築
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ

り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事

業
は
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
て
行
い
ま
す
。

１
財
政
課
☎
22

－

２
２
０
３

＜市税の内訳＞
区　分 平成23年度予算額（Ａ） 平成22年度予算額（Ｂ） 比較増減（Ａ）－（Ｂ） 伸び率

市民税 29億4,578万８千円 29億5,331万１千円 ▲752万３千円 ▲0.3%

固定資産税 48億 998万６千円 48億1,117万２千円 ▲118万６千円 ▲0.02%

軽自動車税 １億5,463万４千円 １億5,452万　　円 11万４千円 0.1%

市たばこ税 ３億6,902万　　円 ３億1,704万３千円 5,197万７千円 16.4%

鉱産税 351万　　円 349万２千円 １万８千円 0.5%

特別土地保有税 ２千円 ２千円 0 0.0%

入湯税 1,304万５千円 1,237万３千円 67万２千円 5.4%

都市計画税 ３億2,963万６千円 ３億3,615万７千円 ▲652万１千円 ▲1.9%

計 86億2,562万１千円 85億8,807万　　円 3,755万１千円 0.4%

被災された方々を、市内の親戚・知人などの個人宅で受け入れている場合は、
市役所総務課（☎２２－２２５１）までご連絡ください。
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見
合
う
質
の
保
育
を
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
長
が
値
上
げ
の
経

緯
や
金
額
の
根
拠
を
説
明
し
、
保
育
の

質
の
向
上
を
約
束
す
る
と
、「
こ
れ
ま
で

の
説
明
会
と
は
全
く
印
象
が
違
っ
た
。

今
日
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
秩
父
青
年
会
議
所
が
開

催
し
た
「
ふ
ら
っ
と
ト
ー
ク
」
で
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。（
写
真
右
下
）

　

参
加
者
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
し
、
協
力
を
求
め
ら
れ
れ
ば

全
力
で
や
り
た
い
と
思
う
」
と
い
う
意

　

昨
年
度
は
、
町
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団

体
と
13
回
開
催
し
、
膝
を
交
え
た
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
と
市
長
が

秩
父
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
に
東
町
会
が
開
催
し
た

「
ふ
ら
っ
と
ト
ー
ク
」
で
は
、
市
街
地

を
活
性
化
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、「
秩

父
市
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
の
対
象
拡
大
（
貸
主
へ
の
補
助
）」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
を
受
け
、
制
度
の
見
直
し

を
進
め
た
後
、
４
月
か
ら
空
き
店
舗
所

有
者
向
け
の
補
助
を
新
設
し
ま
し
た
。

（
制
度
の
内
容
は
市
報
４
月
号
20
ペ
ー

ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

　

９
月
10
日
に
吉
田
幼
稚
園
・
吉
田
保

育
所
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
開
催
し
た
「
ふ
ら
っ
と

ト
ー
ク
」
で
は
、
市
立
幼
稚
園
保
育
料

の
改
訂
に
つ
い
て
質
問
と
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。（
写
真
上
）

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で
の
説

明
が
悪
く
不
満
だ
」
や
「
値
上
げ
に

　
「
ふ
ら
っ
と
ト
ー
ク
」
は
、
小
規
模

な
集
ま
り
に
市
長
が
出
向
き
、
市
民
の

声
を
市
長
が
直
接
聴
き
、
市
民
の
質
問

に
市
長
が
直
接
答
え
る
座
談
会
で
す
。

見
に
対
し
、
市
長
は
、「
市
か
ら
依
頼

の
あ
っ
た
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、

青
年
会
議
所
か
ら
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て

ほ
し
い
。
市
で
ど
れ
だ
け
支
援
で
き
る

か
検
討
す
る
。」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一

工
場
跡
地
の
活
用
や
福
祉
政
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聴
き
し
、
市
の
事
業

や
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
広
聴
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
昨
年
ス
タ
ー

ト
し
た
「
ふ
ら
っ
と
ト
ー
ク
」
と
「
広

聴
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
に
つ
い
て
、
平

成
22
年
度
の
概
要
等
を
ご
報
告
し
ま
す
。

市
民
と
市
長
の
ま
ち

づ
く
り
座
談
会

〜
ふ
ら
っ
と
ト
ー
ク
〜

〜
平
成
22
年
度
広
聴
事
業
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
〜

　市長がふらっと登
場したのには驚きまし
た。大きな会議と違い、
人間と人間が真剣に向
かい合っている感じが
しました。
　秩父青年会議所も意
識や能力、底力といっ
た「人間力」を向上さ
せ、まちづくりの力に
なりたいと思います。

社団法人秩父青年会議所
第49代理事長　齋藤　匡さん

空
き
店
舗
の
活
用
を

幼
稚
園
保
育
料
の
改
訂

地
域
活
性
化
の
た
め
に

我々がまちづくりの力に



節電にご協力をお願いします
電化製品はこまめにスイッチオフを！ 普段使わないプラグは抜いておきましょう9

効
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
街

中
で
の
実
施
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。

質
問　

 

ま
ち
な
か
で
の
開
催
に
つ
い
て
、

　
　
　

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

ま
ち
な
か
開
催
に
賛
成
の
意
見

・ 

午
後
７
時
で
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま

う
ま
ち
な
か
に
、
あ
の
き
れ
い
な
光

が
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
。

・ 

街
中
２
、３
箇
所
に
分
散
し
、
各
商

店
街
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
し
た
い
。

ま
ち
な
か
開
催
に
反
対
の
意
見

・ 

市
の
活
性
化
が
目
的
で
あ
れ
ば
、

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
が
よ
い
。

・ 

駐
車
場
が
少
な
い
、
ト
イ
レ
が
利
用

し
づ
ら
い
な
ど
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
難
し
い
の
で
は
。

経
費
に
つ
い
て
の
意
見

・ 

多
額
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
方
法
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

・ 

支
出
が
多
す
ぎ
。
商
店
や
企
業
か
ら

協
賛
を
集
め
て
は
ど
う
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
市
内
数
か
所

の
商
店
街
で
実
施
し
、
前
年
よ
り
経
費

を
４
９
２
万
円
削
減
し
、
４
万
２
千
人

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
広
聴
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
は
、
市

の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。
詳
し

い
資
料
を
読
み
、
背
景
や
経
費
、
他
市

事
例
な
ど
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
を

知
っ
た
う
え
で
質
問
に
回
答
す
る
た
め
、

具
体
的
な
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
96
人
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
10
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
５

月
に
実
施
し
た
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
に
つ
い
て
」
と
、
７
月
に
実
施
し

た
「
映
画
上
映
事
業
に
つ
い
て
」
の
結

果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
。
平
成
21
年
度
に
は
来
場
者
数

が
３
万
人
を
超
え
た
も
の
の
、
周
辺
に

店
舗
が
な
く
、
経
費
に
見
合
っ
た
経
済

　

平
成
21
年
度
で
終
了
し
た
親
子
土
曜

映
画
会
。
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
と

し
て
事
務
事
業
評
価
に
て
廃
止
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
決
定
に
つ

い
て
意
見
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

廃
止
を
支
持
す
る
意
見

・ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
映
画
館
の
普
及
に
よ
り
、

行
政
が
行
う
役
割
を
終
え
た
の
で
は

な
い
か
。

・ 

親
子
の
た
め
の
企
画
と
し
て
は
よ
い

が
、
市
の
予
算
を
か
け
て
ま
で
の
必

要
は
な
い
。
ほ
か
の
と
こ
ろ
へ
予
算

を
ま
わ
す
ほ
う
が
、
有
効
で
あ
る
。

廃
止
を
支
持
し
な
い
意
見

・ 

遠
く
へ
見
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
。

・ 

親
子
の
か
か
わ
り
が
減
っ
て
い
る
今

日
、
ほ
か
に
減
ら
せ
る
予
算
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

・ 

何
で
も
予
算
削
減
で
、
心
を
育
て
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
な
い
気
が
す

る
か
ら
。

　

映
画
を
通
じ
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

増
や
し
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て
き

た
土
曜
映
画
会
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
賛
否
の
分

か
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
従
来
の
よ
う
な
土
曜
映
画

会
と
は
別
の
形
で
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う

機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
何
で
も
投
書
箱
」
は
、
市
政
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
投
書
箱

へ
の
投
書
や
郵
便
、
電
子
メ
ー
ル
で
お

聴
き
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、
２
５
１
件
の
投

書
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
78
件

が
匿
名
で
の
投
書
で
し
た
。

　
「
何
で
も
投
書
箱
」
は
、
皆
さ
ん
と

市
と
の
会
話
で
す
。
市
か
ら
回
答
す
る

た
め
に
も
、
投
書
に
は
住
所
・
氏
名
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

１
広
報
広
聴
課
☎
22

－

２
５
０
５

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
ち
な
か
に

親
子
土
曜
映
画
会
は
○
？
×
？

質問　親子土曜映画会の
　　　廃止、あなたはど
　　　う思いますか？

回
答
で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す

 

あ
な
た
の
投
書
に
は

あ
な
た
の
名
前
を

「
知
る
」と「
答
え
る
」

で
市
政
に
参
加

〜
広
聴
サ
ポ
ー
タ
ー
〜

　月１回のアンケート
に郵便、電子メールで
ご回答いただきます。
詳しくは、市報２月号
16ページまたはホーム
ページをご覧いただく
か、お問い合わせくだ
さい。電話でも応募で
きます。
１広報広聴課
☎２２－２５０５

◇ イルミネーション事
業について（第１回）

◇ キッズパークについ
て（第２回）

◇ 映画事業について
（第３回）
◇ ふるさとメールにつ
いて（第４回）

◇ スポーツイベントに
ついて（第５回）

◇ 病児保育について
（第６回）
◇ 学校給食費助成金に
ついて（第７回）

◇ ふるさと学習セン
ター建設について
（第８回）
◇ 投票時間の繰上げに
ついて（第９回）

◇ 大滝温泉遊湯館のＰ
Ｒについて（第10回）

●昨年度実施した
アンケート

広聴サポーター
募集中
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●
健
診
実
施
の
ご
案
内

　

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
、
次
の
内
容
で
健
診
を
実
施
し

ま
す
。

対　

象　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

※ 

健
診
日
に
満
75
歳
に
な
っ
て
い
る
方

は
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
で
、
現
在
、
通
院
中
ま
た
は
治

療
中
の
方
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
る
方
は
除
き
ま
す
。

健
診
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
・
血
液

検
査
な
ど

２
左
ペ
ー
ジ
の
「
後
期
高
齢
者
健
診
日

程
表
」
か
ら
都
合
の
よ
い
日
を
選
び
、

下
記
「
健
診
申
込
書
」
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

申
込
期
限　

６
月
10
日
㈮
ま
で

●
特
定
健
診
の
ご
案
内

　

今
年
度
中
に
40
〜
74
歳
に
な
る
方
を

対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（「
メ
タ
ボ
」：
肥
満
が
も
と
で
生
活
習

慣
病
に
な
り
や
す
い
状
態
）
対
策
を
取

り
入
れ
た
「
特
定
健
診
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
の
対
象
者
に
は
、「
健
診
申

込
書
」
を
後
日
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※ 

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
、
生
活
習
慣

病
で
治
療
中
の
方
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
さ
れ
る
方
は
除
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
お
よ
び
秩
父
市
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
以
外
も
、
結
核

健
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）、
大

腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
前
立
腺

が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
が
、

各
健
診
会
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
が
ん
検
診
等
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
対
象
年
齢
等
詳
し
く
は
、「
平
成

23
年
度
秩
父
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
・
１
保
険
年
金
課
☎
22

－

２
２
１
１

　

内
線
２
１
３
３（
後
期
高
齢
者
医
療
） 

　

内
線
２
１
３
４（
国
民
健
康
保
険
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
22

－

０
６
４
８

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
77

－

１
１
１
２

大
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
55

－

０
１
０
２

荒
川
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
54

－

２
２
３
１

健
診
で
健
康
状
態
の
確
認
を
！

　

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
す
に
は
、
健
康
管
理
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
健
診
を
受
け
て
健
康
状
態
を
確
認
し
、
自
分
の
生
活

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に

加
入
の
方
へ

秩
父
市
国
民

健
康
保
険
に

加
入
の
方
へ

主
に
中
小
企
業
で
全
国
健
康
保
険

協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
に
加
入
さ

れ
て
い
る
本
人
と
そ
の
家
族
の
方
は
、
協

会
け
ん
ぽ
が
実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
協
会
け
ん

ぽ
埼
玉
支
部
保
健
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
４
８

－

６
５
８

－

５
９
１
５
）
ま
で
。

！

が
ん
検
診

が
受
け
ら
れ
ま
す

後期高齢者医療被保険者　健 診 申 込 書  ※必要事項を記入してください。

住　　 所 秩父市 電　話 （　　　　）

フ リ ガ ナ 生　年　月　日 年　齢

氏 名 明・大・昭　　　年　　　月　　　日 歳

希望する健診日を記入してください。どの会場でも受診できます。

受診希望日

第１希望　　　　　月　　　　日（　　） 第２希望　　　　　月　　　　日（　　）

〔会場：　　　　　　　　　　　　　　〕 〔会場：　　　　　　　　　　　　　　〕

送迎バス利用希望　　あ り　・　な し 送迎バス利用希望　　あ り　・　な し

●受付先　保険年金課、各保健センター、吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
●郵送での申し込みの場合　〒368－8686　秩父市熊木町８－15　秩父市役所保険年金課　あて
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後期高齢者健診日程表
◆秩父地区

日程 会場 送迎地区

９月５日㈪ 大田公民館 伊古田・品沢・堀切・小柱

９月12日㈪ 久那公民館

９月20日㈫

原谷公民館９月21日㈬

９月22日㈭ 黒谷

９月29日㈭
高篠公民館

９月30日㈮ 栃谷・定峰

10月４日㈫
尾田蒔公民館

10月５日㈬ 田村

10月７日㈮

福祉女性会館10月11日㈫

10月12日㈬

10月17日㈪

影森公民館10月18日㈫

10月19日㈬ 浦山

10月24日㈪

旧秩父東高校
格技場

10月25日㈫ ※秩父市役所発

10月26日㈬ ※秩父駅発

10月28日㈮ ※秩父保健センター発

10月29日㈯

※ 送迎バスの時刻やコースについては、申し込みされ
た方にお知らせします。

◆吉田地区

日程 会場 送迎地区

９月26日㈪

吉田やまなみ
会館

上吉田東・上吉田西・
太田部の各町会

９月27日㈫ 上の原・井上・石間の
各町会

９月28日㈬ 下吉田・久長・阿熊・
取方桜井の各町会

◆大滝地区

日程 会場 送迎地区

８月23日㈫ 大滝老人福祉
センター 大滝地区全域

◆荒川地区

日程 会場 送迎地区

８月31日㈬

荒川農村環境
改善センター

名水久那・石原・若御
子の各町会

９月１日㈭ 上田野・荒川日野の各
町会

９月２日㈮ 荒川中央・下白久・上白
久・日向・贄川の各町会

《注意事項》
◎受付時間は、いずれも午後1時～2時です。
◎ どの会場でも受診できます。ご都合の良い日、会場
を選んで申し込んでください。

◎ 申し込みされた方には、健診希望日の2週間前まで
に受診に必要なものを郵送します。

◎ 申し込みの人数等により、ご希望の健診日に受診で
きない場合や健診を行わない場合もあります。

光化学反応 空気中の酸素

紫外線(UV)

窒素酸化物(NＯx)

光化学スモッグ
オキシダント
オゾン（O ）を

炭化水素

一酸化窒素( NO ) 炭化水素

オゾン（O3）を

主体とする酸化物質

●ＰＡＮ

●アルデヒド

●アクロレイン

油タンク、塗料
ガソリンスタンド

　５月から９月にかけては、光化学スモッグが発生しやす
い時期です。特に晴れて日差しが強く、気温が高くて風の
弱い日は要注意！
　光化学スモッグは、目やのどの粘膜に刺激を与え、健康
被害を引き起こす原因となります。

　注意報が発令されたら
●屋外での激しい運動は避けましょう。
●目などに刺激を感じたらすぐ家に入りましょう。
● 病弱な人、乳幼児、お年寄りなどは、健康な成人よりも被害
を受けやすいので特に注意しましょう。

●自動車の使用を控えるようご協力をお願いします。
※被害を受けたときは、市役所までご連絡をお願いします。

もし、次のような症状を感じたら･･･
●目がチカチカしたり痛みがあるときは洗眼をしましょう！
●のどの痛みを感じたら、うがいをしましょう

すぐに医師の診察を受けましょう
発生を知らせる連絡体制
　光化学スモッグの発生を速やかにお知らせできるよう、県内には
39局の測定局があります。市内には秩父農林振興センター（日野田
町）に設置されており、１時間ごとに光化学オキシダント濃度を自
動測定しています。
　光化学オキシダントとは、自動車の排気ガスや工場からのばい煙
などに含まれる窒素酸化物や炭化水素などが、太陽の紫外線を受け
て複雑な光化学反応により発生する過酸化性物質のこと。この濃度
が0.12ppm以上になると｢光化学スモッグ注意報｣が発令されます。
この場合、市はただちに関係機関へ通報し、市民の皆さんへは市の
防災行政無線放送でお知らせします（放送は旧秩父市内のみ）。
　また、安心安全メールを受信している方には、携帯電話のメール
で情報を配信します。
１生活衛生課☎２５―５２０２

光化学スモッグにご用心！

よくならないときは

光化学スモッグ情報はこちらでも確認できます
「埼玉県の大気状況」（県Ｃ）
http://www.taiki-kansi.pref.saitama.lg.jp/kankyo/main

「光化学スモッグ情報」（携帯電話用サイト）
http://www.taiki-kansi.pref.saitama.lg.jp/m/（各社共通）

今、自分にできることを、被災地の方々の気持ちになって考えてみましょう。
「みんなでやれば、大きな力に。」
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秩父市の融資・補助制度のご案内
　市では、中小企業の振興および勤労者福祉の向上のため、次のような融資・補助制度
を設けています。ぜひご利用ください。

中小企業者向け
◆中小企業振興資金（秩父市ハイパワー資金）
取扱金融機関　商工中金熊谷支店および埼玉りそな銀行、武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫、足利銀行、東和銀行の秩父支店

資金使途 主な申込要件 融資限度額 利　　　率 融資期間 担保 保 証 人 信用保証

運転資金・設備
資金
（借入金の返済、
税金の支払いは対
象外となります。）

①市内に店舗、工場もしくは
事業所（法人の場合は本社）
を有している、または新た
に有しようとしていること

②市税を完納していること

運転、設備
合わせて
2,000万円

融資実行時の長期プライム
レートと同率（利子の2分
の1を限度として、融資額
に対する年1％分の利子を
市が予算の範囲内で補助）

運転５年以内
設備７年以内
（いずれも据置
６か月以内）

必要に
応じて

【商工中金】
原則1人以上

【商工中金】
必要に応じて

【他の金融機関】
協議による

【他の金融機関】
原則必要

※実際にご負担いただく利子
①融資実行時の長期プライムレートが2.5％の場合･･･2.5％－市補助分１％＝1.5％
②融資実行時の長期プライムレートが1.6％の場合･･･1.6％－市補助分0.8％（利子の1/2を限度）＝0.8％

◆小口金融制度・特別小口金融制度
取扱金融機関　埼玉りそな銀行、武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫、足利銀行、東和銀行、埼玉信用組合の秩父支店
名　　称 主な申込要件 融資限度額 利　　率 融資期間 担保 保 証 人 保証料率

小口金融制度

①継続して1年以上市内に住所および事業
所（法人の場合は本社）を有し、かつ、
同一事業を営んでいること

②市税を完納していること
③許認可等が必要な業種の場合、有効な許
認可等を受けていること 運転、設備

合わせて
1,000万円

年1.75％
（利子補給制
度の対象と
なります。）

運転５年以内
（据置６か月
以内）

設備７年以内
（据置12か月
以内）

必要に
応じて

個人：原則とし
て不要

法人：原則とし
て代表者

年0.45%
～1.59%

（埼玉県信用保
証協会の審査
により決定）

特　　　　別
小口金融制度

上記に加えて
①常時使用する従業員が20人（商業、サー
ビス業は５人）以下であること

②本制度による保証の他に埼玉県信用保証
協会の保証を付した借入金のないこと

③市県民税の所得割（法人は法人税割）が
あること

不　要 不　　要 年0.8%

※ 東日本大震災の影響に配慮し、平成23年４月１日から６月30日までは、融資額100万円以下の場合に市の融資審査会を省略することによって手続
きの迅速化を図っています。

※ 申込期日は原則として毎月10日（土・日・祝日の場合は、直前の平日）ですが、上記の期間については融資額100万円以下の場合に限り、随時お
申し込みを受け付けています。

※当初の融資期間内に完済すると、保証料の全額が補助されます。

◆産業労働者住宅資金貸付制度
取扱金融機関　中央労働金庫秩父支店

資金使途 申　込　要　件 融資限度 融資期間 融資利率 信用保証 保証料率

市内に居住する
ための住居の新
築、増改築、購入、
修繕および宅地
の取得

① 事業所に引き続き2年以上勤務している
こと
②年齢が満20歳以上60歳未満であること
③市税を完納していること
④資金の返済能力を有すること

有担保
1,000万円

25年以内
（完済年齢満76歳未満）

年1.865％
（変動金利）

日本労働者信用基
金協会の保証また
は連帯保証人

年0.24％

無担保
500万円

10年以内
（完済年齢満71歳未満）

年2.30％
（固定金利）

日本労働者信用基
金協会の保証

返済期・融
資額による

◆失業者等生活支援資金貸付制度
名　　称 資金使途 申　込　要　件 融資限度 融資期間 融資利率 信用保証 保証料率

失業者生活
資　　　金 生活の維持

①市内に1年以上居住し、65歳未満であること
②市税を完納していること
③資金の返済能力を有すること
④主として世帯の生計を維持していたこと
⑤離職前同一事業所に引き続き1年以上勤務し
ていたこと

⑥経済の変動で事業所を解雇され、ハローワー
クで求職活動をしていること

100万円
5年以内
（据置6か
月以内）

年1.2％
（市が全額負担）

日本労働者信用
基金協会の保証
および連帯保証
人

年0.73％
（市が全額負担）

就労者生活
支 援 資 金

結婚、出産、
子育て、教
育、 介 護、
医療、葬祭

上記①～③に加えて
①主として世帯の生計を維持していること
②事業所に引き続き1年以上勤務していること
③世帯の収入が月12万円以下であること（世帯
員1人当たり5万4千円を加算）

年1.7％
（市が全額負担）

日本労働者信用
基金協会の保証

※融資利率等は改定されている場合がありますので、お申し込みの前に必ずご確認ください。

１商工課（地場産センター３階）☎２５－５２０８

勤 労 者 向 け
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　家庭・学校・地域では、子どもへ交通ルールや交通マナー
を守る態度を習得させ、大人がお手本となる行動をとりましょう。
　最近、交通事故死者数に占める高齢者の割合が増加してい
ます。特に歩行中および自転車乗用中の事故が多いため、十
分な安全確認が必要です。ドライバーの皆さんは、高齢者の
行動特性を理解し、思いやりのある運転を心がけましょう。

①子どもと高齢者の交通事故防止

　飲酒運転や２人乗り、傘差し運転は禁止です。また、携帯電話やヘッドホンをし
ての運転もやめましょう。

②自転車の安全利用の推進

　一時停止の場所では必ずストップし、ほかの車や歩行者などの危険要因をサーチ
する運動を推進し、安全であることを確かめましょう。
　また、車は後部座席でも必ずシートベルトを着用しましょう。チャイルドシートは、
幼児の体格に合ったものを選び、正しくしっかり取り付けましょう。

③ ストップ・アンド・サーチ運動の推進とシートベルト・チャイルドシート
の着用徹底

　家庭や職場、飲食店では、「しない、させない、許さない」を合い言葉に、飲酒運
転の根絶に取り組みましょう。

④飲酒運転の根絶

　地上アナログ放送は7月24日㈰正午に、
地上デジタル（地デジ）放送に完全に切
り替わります。
　現在、画面右上に「アナログ」と表示さ
れている放送は視聴できなくなります。
　地デジ対策がまだお済みでない方は早
めの準備をお願いします。なお、地デジ
放送に関する疑問・相談は下記までお願
いします。
１ デジサポ埼玉（総務省埼玉県テレビ受
信者支援センター）
　☎０４８‐６１０‐８０８０

新町会長さんのご紹介

　次のとおり、町会長の交代があ
りました。

（平成23年４月22日現在。敬称略）

　４月１日付けで、次の方々が厚
生労働大臣ならびに埼玉県知事か
ら委嘱されました。

民生委員･児童委員（敬称略）

野 坂 町　中村　恭子☎22-3363
上 野 町　大野智惠子☎23-0164
近 戸 町　坂本　憲一☎23-3877
中宮地町　深澤　芳子☎25-7115

１社会福祉課☎２５‐５２０４

民生委員･児童委員のご紹介

入札
契約
方法

契約日
【完成
予定】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込／円）

率
※ 契約業者 工事担当課

一般
競争
入札

3月22日
【3月】

ちちぶキッズパーク休憩所
増築工事（再２）
【別所地内】

18,249,000
【16,065,000】 88.03% ㈱高橋組 都市計画課

☎25-5217

随意
契約

3月18日
【3月】

田中橋配水管添架工事
【栃谷地内】

12,295,500
【12,285,000】 99.91% 東綱橋梁㈱ 水道部工務課☎25-5222

※印：一般競争入札は「落札率」、随意契約は「契約率」を表します。
１ 工事の内容：表中の工事担当課、契約関係：契約課☎２５－５２１６

＜＜＜公共工事の入札結果＞＞＞ （税込500万円以上）



地デジへの準備は
お済みですか？

アナログ放送終了まで

あと75日

アナログ放送終了まで

あと75日

アナログ放送終了まで

あと75日

１市民生活課☎２５―５２００

町会名 会　長　名

野 坂 町 酒　井　三　雄

永 田 町 加　藤　敏　昭

相 生 町 明　石　武　男

巴 川 髙　野　幸　基

上 久 那 横　田　誠　治

中 山 田 北　堀　博　政

太 田 下 新　井　良　裕

太 田 上 齊　藤　謙　嗣

伊 古 田 岩　﨑　昌　弘

品 沢 小　林　偉　司

堀 切 冨　田　嘉　之

小 柱 冨　田　　　孟

下 吉 田 栁　原　　　寛

久 長 岡　田　厚　隆

阿 熊 新　井　瞭　壽

取方桜井 新　井　王　夫

上吉田西 斉　藤　赳　夫

石 間 磯　田　敏　行

石 原 佐　藤　誠　二

荒川中央 浅　海　繁　男

下 白 久 新　井　俊　男

日 向 黒　澤　康　雄

春
運動の重点目標

の全国交通安全運動の全国交通安全運動
5月11日㈬～20日㈮

～人も車も自転車も　安心 ・安全　埼玉県～
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部
長
級
相
当
職

▼
配
置
換

▽
財
務
部
長
兼
資
産
税
課
長　

大
沢
賢
治

▽
地
域
整
備
部
長
兼
道
路
管
理
課
長

　

新
井
清
久

▽
荒
川
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長

　

山
中
和
則

▼
昇
格

▽
市
長
室
参
事　

新
井
秀
弘

▽
環
境
部
長　

関
根
進

▽
健
康
福
祉
部
参
事
兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長　

黒
沢
美
也

▽
市
立
病
院
事
務
局
長
兼
管
理
課
長　

村
田
幸
雄

次
長
級
相
当
職

▼
配
置
換

▽
政
策
推
進
局
長
兼
地
域
政
策
課
長

　

髙
橋
範
充

▽
市
長
室
専
門
員
兼
改
革
推
進
課
長　

髙
橋
進

▽
大
滝
総
合
支
所
副
支
所
長
兼
市
民
福

祉
課
長　

磯
田
芳
孝

く
、
植
物
の
蒸
散
や
大
気
の
浄
化
作
用

な
ど
も
あ
り
、
花
や
実
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
エ
ア
コ
ン
の

代
わ
り
に
扇
風
機
を
使
う
、
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定
を
高
め
に
す
る
、
不
要
な

電
灯
を
消
す
な
ど
の
節
電
が
大
き
な
効

果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
限
り
あ
る
電
力

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、う
ち
わ
や
打
ち
水
な
ど
、

夏
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
も
お
勧
め
し

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
工
夫
で
涼
し
さ

を
演
出
し
、
暑
い
夏
を
少
し
で
も
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

● 

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
夏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
環
境
立
市
推
進
課
☎
22

－

２
３
７
８

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
電
力
の

供
給
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
は
電
力
消
費
が
増
え
、
電
力
不
足
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
職
場

や
家
庭
で
今
か
ら
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
作
り
、
暑
さ
対
策
と
節
電
対
策
を
進

め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、
ア
サ
ガ
オ
や

ゴ
ー
ヤ
、
ヘ
チ
マ
な
ど
の
ツ
ル
性
の
植

物
で
窓
辺
に
作
る
日
よ
け
の
こ
と
。
壁

の
焼
け
込
み
や
室
内
の
温
度
上
昇
を

抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夏

の
強
い
日
差
し
を
和
ら
げ
る
だ
け
で
な

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
学
校
教

育
課
長　

長
谷
河
初
男

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

町
田
達
彌

▼
昇
格

▽
総
務
部
専
門
員
兼
工
事
検
査
課
長

　

横
田
茂
樹

▽
環
境
部
専
門
員
兼
清
流
園
所
長

　

髙
野
武
四
郎

▽
健
康
福
祉
部
専
門
員
兼
社
会
福
祉
課
長

石
渡
信
幸

▽
健
康
福
祉
部
専
門
員
兼
こ
ど
も
課
長

岡
田
啓
介

▽
健
康
福
祉
部
専
門
員
兼
秩
父
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

浜
中
紀
久
夫

▽
大
滝
国
民
健
康
保
険
診
療
所
専
門
員

兼
事
務
局
長　

千
島
初
夫

▽
水
道
部
専
門
員
兼
浄
水
課
長

　

勅
使
河
原
俊
介

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
専
門
員
兼
保
健

給
食
課
長　

浅
見
き
よ
み

課
長
職

▼
配
置
換

▽
森
づ
く
り
課
長　

町
田　

信
男

▽
生
涯
学
習
課
長　

児
玉　

敦
男

▽
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

藤
代
元
















●
平
成
23
年
３
月
31
日
付
退
職
者

部
長
級
相
当
職
退
職
者

▽
金
丸
一
郎
、
富
田
昭

次
長
級
相
当
職
退
職
者

▽
浅
見
秀
一
、
田
中
謙
治
、
福
島
英
夫
、

浅
見
治
雄

課
長
級
相
当
職
退
職
者

▽
加
藤
宜
代
、
新
井
行
男
、
高
田
節
子

１
人
事
課
☎
22

－

２
２
０
７

緑のカーテンの実施例

昨年、影森中学校では、生徒とＰＴＡ、
後援会が連携・協力して、見事な緑のカー
テンを完成させました。支柱にした竹も
ＰＴＡの役員等が中心となり、竹林から
切り出し、運搬・設置したものです。

市職員人事異動市職員人事異動

　平成23年４月１日付けで行った市
職員の人事異動について、課（所）長
職以上の職氏名をお知らせします。
　なお、配置換を伴う昇格は昇格の項
に記載します。



　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
巨
大
地
震
と
津

波
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
を
中
心
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

者
の
数
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災
を
は
る

か
に
超
え
、
国
内
最
大
の
災
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。
秩
父
市
に
お
い
て
も
、
震

度
５
弱
の
大
き
な
揺
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
突
然
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
と
き
、
大
き
な
被
害
を
受
け
や
す

い
の
は
、
自
力
で
の
避
難
が
難
し
く
、

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
人
で
す
。
こ

の
よ
う
な
人
を
「
災
害
時
要
援
護
者
」

と
言
い
、
具
体
的
に
は
、
障
が
い
者
や
、

寝
た
き
り
・
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
災
害
発
生
時
に

は
、
そ
の
人
に
応
じ
た
配
慮
や
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
は
、
災
害
時
に
、

視
覚
や
聴
覚
の
障
が
い
や
衰
え
に
よ
っ

て
、
災
害
情
報
の
入
手
、
避
難
が
遅
れ

た
り
、
危
険
で
あ
る
こ
と
を
理
解
・
判

断
し
に
く
い
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
手

足
の
不
自
由
ま
た
は
機
能
低
下
に
よ

り
、
適
切
な
行
動
が
と
れ
な
い
な
ど
の

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
隣
近
所
や
地
域
の
皆
さ
ん

で
協
力
し
合
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
の
中
で
普
段
か
ら
の
付
き
合
い

や
交
流
が
あ
る
こ
と
は
、
災
害
の
と
き

に
お
互
い
が
助
け
合
う
際
、
大
き
な
役

割
を
果
た
す
場
合
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
時
要
援
護
者
の
対
象
と
な

る
人
と
の
交
流
を
行
い
、
日
常
的
に
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、
災
害
時
に
は

何
を
し
て
欲
し
い
か
を
聞
い
て
お
く
な

ど
、
そ
の
人
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。　
　

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
の
対
象
と

な
る
人
も
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
と
の
交

流
を
心
が
け
、
隣
近
所
の
人
な
ど
に
避

難
す
る
際
の
支
援
を
頼
ん
で
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
高
齢
者
の
見
守
り
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
住
む
ご
高

齢
の
方
の
生
活
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
日
ご
ろ
の
あ
い
さ
つ
や
声
か
け

な
ど
、
小
さ
い
け
れ
ど
温
か
な
心
が
け

か
ら
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
を地

域
で
守
ろ
う

インフルエンザの予防、基本はこまめな手洗い・うがいです！
感染をひろげないために「咳エチケット」を守り、かかってしまったら外出を控えましょう15

㈱
ア
ズ
コ
ム
デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

同
社
（
齊
藤
健
吾
社
長
）
は
、
秩
父

み
ど
り
が
丘
工
業
団
地
を
は
じ
め
、
市

内
各
所
に
計
３
棟
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
有
し
て
い
ま
す
。
企
業
が
所

有
す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
の
保
管
・
管
理
、

デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
、
ま
た

業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
っ
た

デ
ー
タ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

秩
父
中
古
生
層
帯
に
位
置
し
、
地
震

発
生
時
に
も
比
較
的
揺
れ
が
小
さ
い
と

さ
れ
る
秩
父
の
地
盤
の
強
さ
に
着
目
し
、

こ
の
地
域
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
た
と
の
こ
と
で
、
今
後
も
増

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
厳
重

な
デ
ー
タ
保
管
・
管
理
体
制
に
、
市
長

も
興
味
深
く
話
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

秩
父
ふ
る
さ
と
館

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
「
ふ
る
さ
と
館
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
）」
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、

出
店
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

と　

き　

６
月
18
日
㈯
午
後
１
時
〜
７

時
（
計
画
停
電
等
に
よ
り
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

と
こ
ろ　

秩
父
ふ
る
さ
と
館
（
本
町
）

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

定
休
日　

水
曜
日

１
ふ
る
さ
と
館
☎
23

－

７
３
０
０

知
々
夫
ブ
ラ
ン
ド
館

　

会
議
、
展
示
即
売
会
の
会
場
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
宴
会
も
承
り

ま
す
。
時
間
外
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

旧
本
町
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

営
業
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

定
休
日　

水
曜
日

営
業
内
容　

喫
茶
・
軽
食
等
（
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
２
５
０
円
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
・
水

よ
う
か
ん
セ
ッ
ト
３
０
０
円
な
ど
）

１
知
々
夫
ブ
ラ
ン
ド
館
（
本
町
）

　

☎
22

－
３
３
５
３

市
長
の
企
業
訪
問
⑤

齊藤社長（右）から説明を受ける
久喜市長



井上　涼
りょう

太
た

 くん
「ネコ食べちゃうにゃ」

（上影森）

竹澤　悠
はる

眞
ま

 くん
「しゃぼん玉だーいすき♥」

（大野原）

宮原　爽
さ

月
つき

 ちゃん
「もうすぐお姉ちゃんになります !」

（伊古田）

小澤　匡
きょう

平
へい

 くん
「帽子をかぶってハイポーズ!!
ぼくカッコイイ？」

（寺尾）
応募方法
　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686  熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

俳

句

大
野
ひ
ろ
志　

選

三
月
を
迎
ふ
こ
こ
ろ
の
膨
ら
み
来く

上

町

藤
田　

正
巳

山
す
み
れ
一
輪
づ
つ
の
濃
さ
が
あ
り

上

町

浜
田　

秀
典

地な

震い

の
夜
の
地
球
を
照
ら
す
春
の
月

近
戸
町

須
田　

真
弓

囀さ
え
ず
り
の
し
て
い
る
奥
に
城
主
の
碑

上

町

宮
下　

照
子

コ
ー
ラ
ス
の
声
高
ら
か
に
喜
寿
の
春

荒
川
上
田
野

浅
見　

恒
子

春
光
に
か
ざ
し
古
び
た
手
紙
よ
む

山

田

大
嶌　

映
子

菊
根
分
け
終
り
て
武
甲
仰
ぎ
見
る

黒

谷

中
村　

美
代

地
震
の
地
の
人
の
絆
や
春
日
向

野
坂
町

平
井　

武
子

梅
の
香
や
ひ
と
つ
向
こ
う
の
ポ
ス
ト
ま
で

山

田

高
橋　

洋
子

花
の
茣ご

蓙ざ

杖
忘
れ
ら
れ
あ
り
に
け
り

中
村
町

岩
田
巻
太
郎

（
評
）
３
月
11
日
に
東
北
三
陸
海
岸
を
襲
っ
た
大
震
災
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
当
月
の

投
句
に
も
、
震
災
を
詠
ん
だ
多
く
の
句
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
春
ら
し
い
明
る
い
句
も
多
く
、
選
句
し
て
い

て
心
休
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
藤
田
さ
ん
、
浅
見
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
の
句
に
は
、
弾
ん
だ
気
分
が
よ
く
表
わ

れ
て
い
ま
す
。
浜
田
さ
ん
の
す
み
れ
の
花
の
濃
淡
、
宮
下
さ
ん
の
林
中
に
見
つ
け
た
城
主
の
碑
、
岩
田
さ
ん
の
花
見
の
席
に

置
か
れ
た
杖
な
ど
、
見
落
し
が
ち
な
も
の
に
焦
点
を
当
て
て
詠
ん
で
お
り
ま
す
。

短

歌

新
井　

悦
子　

選

大
地
震
の
罹
災
者
思
い
箸
重
し
カ
ッ
プ
麺
食は

む
停
電
の
夜

吉
田
久
長

齋
藤　

大
仙

被
災
地
に
産
声
を
上
げ
す
や
す
や
と
眠
る
赤
子
の
ニ
ュ
ー
ス
に
ほ
っ
と
す

番
場
町

小
泉
富
美
子

ロ
ー
ソ
ク
を
つ
け
れ
ば
孫
は
恐
が
り
ぬ
停
電
の
意
味
伝
え
お
か
ね
ば

桜
木
町

木
村　

一
枝

節
電
を
気
に
し
つ
つ
見
る
被
災
地
の
瓦
礫
の
山
に
雪
の
降
り
来
る

上
吉
田

中
島
美
智
子

大
地
震
の
夜
の
停
電
に
備
え
ん
と
わ
が
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ラ
ン
プ
を
磨
く

荒
川
日
野

小
林　

久
男

停
電
と
余
震
の
つ
づ
く
こ
の
夕
べ
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
に
夜
食
い
た
だ
く

山

田

大
嶌　

映
子

肉
親
を
全
て
の
財
を
一
瞬
に
失
ひ
し
避
難
の
人
等
に
涙
す

栃

谷

竹
村　

ハ
ク

便
利
さ
に
慣
れ
し
吾
等
に
警
告
か
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
斉
が
止
ま
る

荒
川
日
野

小
林　

映
子

「
あ
た
た
か
し
」
天
気
予
報
に
ほ
っ
と
す
る
未
曾
有
の
地
震
に
た
だ
祈
る
の
み

山

田

高
橋　

洋
子

い
ず
く
ん
ぞ
知
ら
ん
地
球
の
怒
り
に
て
人
類
わ
れ
ら
な
す
す
べ
知
ら
ず

中
村
町

岩
田
巻
太
郎

（
評
）
東
日
本
大
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
に
は
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
中
の
人
々
が
受
け
た
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
応
募
に
も
た
く
さ
ん
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
被
災
を
受
け
た
方
々
へ
の
思
い

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
人
と
し
て
の
傷
み
分
け
の
心
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
時
事
を
詠
む
と
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
文
字
、
言
葉
を
そ
の
ま
ま
一
首
の
中
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
自
分
の

言
葉
で
、
あ
る
い
は
自
分
と
重
ね
た
詠
み
方
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
作
歌
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※短歌、俳句の応募は、毎月末までに、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（５月締切り分→７月号に掲載）
　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。投稿の際、住所・氏名・ふりがなを、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。
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▲座り心地も眺めも抜群！

　吉田阿熊地区では、消えてゆく昔の味を再現
しようと料理講習会が行われ、「もろこしまん
じゅう」と「山菜おこわ」が作られました。地
域で活動するふるさと支援隊の大学生も参加
し、賑やかな講習会となりました。

昔懐かしい味に出会いました

　荒川全域において、有害鳥獣
による農作物の被害が絶えず、農業に携わる住民にとって深刻
な問題となっています。荒川地
区４町会では、市の地域生活環
境整備事業の一環として金網
ネットの支給を受け、地区役員
やボランティアの方々によって
防護ネットの補修作業が行われ
ました。

地域の力で有害鳥獣対策

　４月15日、見ごろを迎え
た芝桜の丘に、県立秩父農
工科学高校の森林科学科の
生徒が秩父産ヒノキの間伐
材で作ったベンチが９脚お
目見えしました。
　同校からは今年で５年続
けて卒業生の力作を寄贈し
ていただいており、丁寧で
頑丈な作りは観光客の方か
らも大変好評をいただいて
います。

芝桜のベンチは高校生の自信作！

　大滝地域の公共交通の利便
性向上のため、昨年10月から
市営バスが運行されており、
このたび乗り換え場所である
道の駅「大滝温泉」にバス待
合所が完成しました。
　木の温もりが感じられる造
りとなっており、暑さ寒さを
緩和できる施設として多くの
方に快適に利用していただけ
ることでしょう。

大滝道の駅にバス待合所が完成

　昨年９月から下吉田で工事が進められていた北部共同調理場が
３月下旬に完成しました。同調理場では、衛生環境に配慮し、尾
田蒔・大田・吉田の各小中学校と吉田幼稚園分の約1,300食が、
最新の調理器具を使ってつくられています。

新しい施設から安心・安全な給食を届けます

市ホームページ版「ちちぶトピックス」もぜひご覧ください！
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対　

象　

障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
等

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

申
請
に
必
要
な
書
類
等

　

納
税
通
知
書
、
運
転
者
の
運
転
免
許

証
、
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
等
、
申
請
者

の
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

２
５
月
初
旬
発
送
の
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
到
着
後
、
必
ず
納
期
限
７
日
前

（
５
月
24
日
㈫
）
ま
で
に
市
民
税
課
ま

た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１
市
民
税
課
☎
22

－

２
２
０
９

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
等
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類

手
数
料　

１
件
に
つ
き
１
５
０
円

※ 

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
以
外

の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

平
成
23
年
度
の
所
得
証
明
書
は
、
平

成
22
年
中
の
所
得
の
証
明
で
す
。

１
市
民
税
課
☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
０
２
〜
４
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１

　

市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
市
内
の
法

人
等
を
対
象
に
、
平

成
23
年
度
課
税
分
の

自
動
車
税
の
収
納
業

務
を
行
い
ま
す
。
期

限
内
の
納
付
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
納
場
所　

会
計
課
（
歴
史
文
化
伝
承

館
１
階
）、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合

支
所
会
計
課
分
室

収
納
期
限　

５
月
31
日
㈫
ま
で

１
会
計
課
☎
25

－
５
２
１
９

対　

象　

18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手

帳
所
持
者
で
、
自
動
車
運
転
免
許
を
取

得
し
て
就
職
す
る
こ
と
を
希
望
し
、
次

の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
さ
れ
る
方

① 

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
て

あ
る
方

② 

運
転
免
許
試
験
場
で
の
運
転
適
性
検

査
に
合
格
し
た
方

③ 

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ

ン
タ
ー
が
入
所
を
認
め
た
方

※ 

検
定
料
な
ど
約
３
万
５
千
円
は
自
己

負
担
。
訓
練
期
間
は
３
か
月
で
す
。

１
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８

－

４
８
１

－

２
７
１
１

　


０
４
８

－

４
８
１

－

６
５
７
８

　

市
の
水
道
料
金
は
、
統
一
に
向
け
た

経
過
措
置
の
料
金
を
昨
年
７
月
請
求
分

か
ら
適
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
７
月
請
求
分
か
ら
統
一
料
金
と
な
り

ま
す
。
水
道
料
金
の
統
一
は
市
の
水
道

事
業
の
健
全
な
運
営
に
必
要
な
も
の
で

す
。特
段
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
水
道
部
業
務
課
☎
25

－

５
２
２
１

１

水
道
料
金
を
統
一
し
ま
す

基本料金 水量料金（２か月間で１㎥につき）

メーター口径
２か月
につき

20㎥
まで

21～
40㎥

41～
100㎥

101～
200㎥

201㎥
以上

13㎜ 1,520円

50円 140円 150円 160円 170円

20㎜ 2,780円
25㎜ 4,020円
40㎜（30㎜含） 8,320円
50㎜ 15,160円
75㎜ 32,300円
100㎜ 56,260円
100㎜超 117,780円
※ この料金表により算出した額へ消費税および地方消費税相
当分５％が加算されます。　

●７月請求分から適用される統一された新料金表

２

自
動
車
税
（
県
税
）
の

収
納
業
務
を
実
施

３

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
運
転
講
習

４

軽
自
動
車
税
の
減
免

５

平
成
23
年
度
の
所
得
証
明
書
・

（
非
）
課
税
証
明
書
は

６
月
８
日
（
水
）
か
ら
交
付
！

広告
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人
権
擁
護
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
日
ご
ろ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、
地

域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権

侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人

権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
約
１
万
４
千
人
（
秩
父
市
は

10
人
）
の
委
員
が
全
国
の
市
町
村
に
配

置
さ
れ
、
講
演
会
や
座
談
会
を
開
催

し
た
り
、
法
務
局
や
市
役
所
等
で
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る

な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。

人
権
相
談
所
の
ご
案
内

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父
支
局
と

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
詳
細
は

23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
市
で
は
人
権
啓
発
用
ビ
デ
オ

の
無
料
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父
支
局

　

☎
22

－

０
８
２
７

市
役
所
総
務
課
☎
22

－

２
２
５
１

　

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
17
日
㈮
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
支
所
２
階
会
議
室

１
選
挙
管
理
委
員
会
☎
22

－

８
２
０
０

　

毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
か

ら
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
大
滝
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
55

－

０
８
６
３

　

市
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
等
資
金
助
成
事
業
の
申
請

希
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
場
所

・
秩
父
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
上
宮
地
町
27

－
５
）

※
国
道
１
４
０
号
沿
い
、
秩
父
一
小
前

・ 

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域

振
興
課

受
付
期
間　

５
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

 

市
報
４
月
号
９
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

行
政
相
談
と
は

　

総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
相
談
員
が
、

皆
さ
ん
と
行
政
機
関
等
の
間
に
立
っ
て
、

苦
情
等
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

市
の
無
料
行
政
相
談

・
歴
史
文
化
伝
承
館　

毎
月
第
３
月
曜
日

・
吉
田
総
合
支
所　
　

毎
月
第
１
月
曜
日

・
荒
川
総
合
支
所　
　

毎
月
第
２
月
曜
日

・
大
滝
総
合
支
所　
　

毎
月
第
４
月
曜
日

時　

間　

午
後
１
時
〜
３
時

※ 

市
の
担
当
行
政
相
談
委
員
の
自
宅
で

　

も
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

１
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

　

秩
父
地
域
の
郷
土
作
家
の
作
品
（
絵

画
）
を
展
示
し
て
い
る
常
設
展
示
室
の

観
覧
料
を
左
記
期
間
中
は
無
料
と
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
計
画
停
電
に
よ
る
変
更
あ
り

１
芸
術
文
化
会
館
☎
22

－

２
４
０
６

６

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

７
「
奥
秩
父
三
峰
山

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
休
止

８

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の

資
金
助
成
を
開
始
！

■詳

９
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
！

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

10

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
井　

松
雄

新
任
行
政
相
談
委
員

山
中　
　

武

彦
久
保
利
平

根
岸　
　

進

濵
田　

直
美

再
任
行
政
相
談
委
員

荒
川
上
田
野
１
７
６
２

大
滝
３
４
０

下
吉
田
５
５
６
７

日
野
田
町
１―

２―

37

上
町
２―

８―

15

☎
54―

１
８
０
６

☎
54―

０
２
８
９

☎
77―

０
１
１
０

☎
22―

２
２
９
５

☎
22―

１
０
９
２

11

芸
術
文
化
会
館

常
設
展
示
室
観
覧
が
無
料
に

広告



不法野外焼却は止めましょう！　黒煙・悪臭等で迷惑している人が増えています
快適な環境づくりのためには一人ひとりの協力が必要です 2011年5月号 20
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７
月
ま
で
の
期
間
に
調
査
員
が
対
象

世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。

対　

象　

指
定
さ
れ
た
調
査
区
内
の
世

帯
お
よ
び
世
帯
員

１
秩
父
保
健
所
☎
22

－

３
８
２
４

  

５
月
８
日
は
「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」

で
す
。
赤
十
字
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
活
動
資
金
（
社
資
）
に
よ
り
、
世

界
の
人
命
尊
重
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

対　

象　

市
税
等
滞
納
の
な
い
方
・
法
人

掲
載
料　

１
枠
月
額
２
０
，
０
０
０
円

画
像
規
格　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
、
横
１
９
０

ピ
ク
セ
ル
、
８
Ｋ
Ｂ
以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま

た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式（
申
込
者
が
作
成
）

掲
載
期
間　

希
望
月
単
位
で
掲
載

※ 

ス
ペ
ー
ス
が
埋
ま
っ
て
い
る
場
合

は
、
ご
相
談
の
後
決
定
し
ま
す
。

申
請
受
付　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 
申
請
書
の
提
出
順
に
審
査
を
行
い
、

そ
の
後
、
掲
載
可
否
決
定
通
知
書
等

を
送
付
し
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
問
い
合
わ

せ
ま
た
は
市
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
広
報
広
聴
課
☎
22

－

２
５
０
５

　

昨
年
度
、
情
報
公
開
制
度
に
よ
る
公

文
書
の
公
開
申
請
と
し
て
、
48
件
（
市

民
等
か
ら
の
公
開
請
求
10
件
、
市
民
等

以
外
か
ら
の
公
開
申
出
38
件
）
を
受
け

付
け
ま
し
た
。
申
請
に
対
す
る
処
理
結

果
は
、
そ
の
ま
ま
公
開
し
た
も
の
（
公

開
）
が
21
件
、
個
人
情
報
な
ど
一
部
を

非
公
開
と
し
た
も
の
（
部
分
公
開
）
が

23
件
、
公
開
し
な
か
っ
た
も
の
（
非
公

開
）
が
４
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に
基
づ

き
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
本
人
等
か
ら
開
示
の
請
求
を
受
け

付
け
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
Ｃ
ま
た
は
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階

情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

１
総
務
課
☎
22

－

２
２
５
１

　

水
道
週
間
が
６
月

１
日
か
ら
全
国
一
斉

に
始
ま
り
ま
す
。

『
蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の

　

夢
・
未
来
』

を
合
言
葉
に
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
水
、
百
年
の
歴
史
を
越

え
た
近
代
の
水
道
に
つ
い
て
考
え
る
週

間
で
す
。
大
切
な
水
を
守
る
た
め
に
、

今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
水
道
部
業
務
課
☎
25

－

５
２
２
１

　

聖
地
公
園

管
理
事
務
所

南
側
、
旧
・

明
石
養
豚
場

跡
地
の
前
に

芝
生
墓
所
が

完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
た

び
、
聖
地
公

園
で
の
新
規
墓
所
利
用
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

受
付
す
る
墓
所

　

芝
生
墓
所
（
４
㎡
）
第
十
八
区
、

１
３
４
区
画
分

使
用
料
等

・
永
代
使
用
料　

20
万
円

・
管
理
料
（
年
間
）
５
，
０
４
０
円

墓
所
利
用
申
込
者
の
要
件

　

秩
父
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

（
住
民
登
録
等
）
し
て
い
る
方
で
、
墓

所
の
祭
祀
を
主
宰
す
る
方

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
省
略

の
な
い
も
の
）、
申
込
者
の
印
鑑

申
込
期
間

　

５
月
20
日
㈮
〜
６
月
19
日
㈰
（
月
曜

日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

利
用
許
可
墓
所
は
受
付
順
に
番
号
を

指
定
し
ま
す
。

２
・
１
聖
地
公
園
管
理
事
務
所

　

☎
22

－

３
４
６
９

12

秩
父
聖
地
公
園

 

芝
生
墓
所
利
用
者
の

　

受
付
を
開
始
（
１
３
４
区
画
）

13

平
成
22
年
度
情
報
公
開
制
度
・

　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
の
公
表

■詳14

第
53
回

水
道
週
間

15

国
民
生
活
基
礎
調
査
・

人
口
移
動
調
査
に
ご
協
力
を

16
守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

17

秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

企
業
広
告
バ
ナ
ー
を
募
集
中
！

広告広告



犬のふんの後始末を！動物のふん・尿の適正処理は埼玉県条例により、
飼い主に義務づけられています。散歩の際には必ず持ち帰りましょう！21
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教

室

催

し

ドコモ http://city.chichibu.lg.jp/m1/
KDDI http://city.chichibu.lg.jp/a1/
ソフトバンク http://city.chichibu.lg.jp/j1/

秩父市モバイルサイト

と　

き　

６
月
１
日
〜
29
日
の
毎
週
水

曜
日
、午
後
６
時
30
分
〜
（
約
１
時
間
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

対　

象　

小
学
３
年
生
以
上（
参
加
無
料
）

※
一
般
経
験
者
は
二
段
以
下
の
方

２
秩
父
市
剣
道
連
盟　

池
田

　

☎
０
９
０

－

４
０
９
９

－

４
１
３
２

と　

き　

６
月
５
日
〜
26
日
の
毎
週
日

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

中
学
生
以
上
（
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
。
車
イ
ス
の
方
も
参
加
可
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
22
日
㈰
ま
で

２
午
後
５
時
ま
で
は
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー（
☎
24

－

４
０
０
４
）、以
降
は
秩
父

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
事
務
局　

塩
谷

（
☎
０
９
０

－

９
０
１
９

－

０
１
２
９
）へ

と　

き　

５
月
23
日
〜
６
月
17
日
ま
で

の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）午
後
７
時
〜

９
時（
計
画
停
電
に
よ
る
中
止
あ
り
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
０
０
円
（
初
回
に
集
金
）

定　

員　

60
人
（
ラ
ケ
ッ
ト
持
参
）

２
５
月
23
日
㈪
当
日
か
ら
会
場
に
て
受

付
（
途
中
か
ら
の
参
加
可
）

１
秩
父
市
卓
球
連
盟　

新
船

　

☎
22

－

１
１
０
５

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

第
一
次
試
験　

９
月
４
日
㈰

第
二
次
試
験　

10
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭

の
い
ず
れ
か
１
日

申
込
期
間　

６
月
21
日
㈫
〜
28
日
㈫

※
申
込
書
は
秩
父
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
、試
験
会
場
等
は
左
記
ま
で
。

１
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
４
８

－

６
０
０

－

３
１
１
１

●
貯
筋
体
操
教
室
（
全
８
回
）

　

転
倒
予
防
や
介
護
予
防
の
た
め
に
足

腰
の
筋
力
と
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

と　

き　

６
月
３
日
〜
７
月
22
日
の
毎

週
金
曜
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

多
比
羅
昌
子
先
生

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

●
初
め
て
の
水
墨
画
教
室
（
全
８
回
）

と　

き　

６
月
９
日
〜
９
月
22
日
の
第

２
・
４
木
曜
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

加
藤
正
雄
先
生

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
教
材
費
別
）

募
集
人
数　

い
ず
れ
も
15
人
（
先
着
順
）

２
５
月
25
日
㈬
ま
で
に
☎
で
大
田
公
民

館
（
☎
62

－

１
４
４
０
）
へ

●
歌
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う

と　

き　

６
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

高
橋 

照
先
生

●
健
康
は
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス

　
「
ヨ
ガ
を
始
め
ま
せ
ん
か
」

と　

き　

６
月
27
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

五
味
公
子
先
生

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
集
会
室

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
希
望
す
る

場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料

２
い
ず
れ
も
５
月
12
日
㈭
か
ら
☎
で
高

齢
者
憩
い
の
家（
☎
22

－

０
７
１
３
）へ

と　

き　

５
月
29
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
総
合

射
撃
場

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃

ち
（
安
全
講
習
か
ら
実
射
ま
で
指
導
）

参
加
費　

６
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

１
秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会　

矢
澤

　

☎
22

－

０
８
１
１

いざというときの緊急情報や救急医療情報をはじめ、市内
の公共施設の紹介や市役所各窓口の電話番号等を掲載してお
り、お手軽な電話帳としてもご活用いただけます。その他、
くらしの情報や市政情報を随時お知らせしています。
直接URLを入力する場合は

１広報広聴課☎22－2505

Ｂ

バーコード読み取り
機能付き携帯電話を
お持ちの方は

秩父市モバイルサイト
ご利用ください！

18

国
税
税
務
職
員（
Ⅲ
種
）募
集

19

大
田
公
民
館
の
教
室

20

剣
道
初
心
者
教
室

21

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

22

体
力
作
り

初
心
者
ピ
ン
ポ
ン
教
室

23
い
つ
ま
で
も　

若
々
し
く　

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

24

市
民
初
心
者
ク
レ
ー
射
撃

広告



「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ

←ＱＲコード読み取り機能付の
　携帯電話はこちらから 2011年5月号 22
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●
郷
土
料
理
（
つ
と
っ
こ
）
体
験

と　

き　

６
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

５
０
０
円

定　

員　

30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
期
限　

５
月
27
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

●
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験

と　

き　

６
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
期
限　

６
月
17
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

２
往
復
は
が
き（
催
し
名
・
全
員
の
〒
住

所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を
記
入
）
に
て

１
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

●
森
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山

と　

き　

５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
29

日
㈰
各
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
21
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
21
日
は
２
，

０
０
０
円
）

定　

員　

先
着
各
10
人（
21
日
は
12
人
）

●
郷
土
料
理
つ
と
っ
こ
作
り

と　

き　

６
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

※ 

５
〜
６
月
の
そ
の
他
の
催
し
は
Ｃ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
！

１
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

と　

き　

６
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

と
こ
ろ　

そ
ば
処
ち
ち
ぶ
花
見
の
里

内　

容　

地
粉
１
０
０
％
の
も
り
そ
ば

を
特
別
価
格
５
０
０
円
に
て
販
売
！

み
そ
ポ
テ
ト
、
た
ら
し
焼
き
、
農
産
物
、

商
工
物
産
等
の
販
売
な
ど

１
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
54

－

２
１
１
４

と　

き　

６
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

入
場
料　

無
料

定　

員　

１
２
０
人

２
５
月
16
日
㈪
か
ら
市
民
生
活
課
、
市

役
所
総
合
窓
口
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
入
場
整
理
券

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

※  

２
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
無
料

　

 

で
託
児
し
ま
す
。
希
望
者
は
６
月
16

日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

と　

き　

５
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
５
月
29
日
㈰
）

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
駐
車
場
（
85
店
舗
）

１
秩
父
地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　

☎
０
９
０

－

２
１
５
５

－

６
０
２
５

市
役
所
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

●
循
環
バ
ス「
ぐ
る
り
ん
号
」が
便
利
！

停
留
所　

西
武
秩
父
駅
、巴
川
、ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
、
秩
父
公
園
橋
、
秩
父
駅

１
西
武
観
光
バ
ス
㈱
秩
父
営
業
所

　

☎
22

－

１
６
３
５

と　

き　

５
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内　

容　

電
気
工
事
科
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
科
で
の
体
験
授
業
（
参
加
無
料
）

２
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
熊
谷
高
等
技
術

専
門
校
秩
父
分
校（
☎
22

－
１
９
４
８
）へ

と　

き　

５
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

原
谷
公
民
館
（
入
場
無
料
）

内　

容　

津
軽
三
味
線
と
和
胡
弓
に
よ

る
日
本
の
こ
こ
ろ
の
唄
、
童
謡
、
民
謡
、

津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
等
の
演
奏

１
勇
絃
会　

中
田

　

☎
０
９
０

－

４
４
３
１

－

４
３
９
２

と　

き　

６
月
21
日
㈫
、
10
月
13
日
㈭

受
付
：
午
前
９
時
20
分
、
公
開
：
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

内　

容　

施
設
見
学
、
授
業
参
観
、
分

科
会
、
概
要
説
明
等

対　

象　

お
子
さ
ん
の
教
育
や
進
路
に

関
す
る
悩
み
や
不
安
等
を
お
持
ち
の
保

護
者
お
よ
び
関
係
者
・
担
任
の
先
生

１
県
立
秩
父
特
別
支
援
学
校

　

高
野
・
田
村
☎
24

－

１
３
６
１

と　

き　

６
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
（
１

泊
２
日
・
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
泊
）

対　

象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

内　

容　

渓
流
釣
り
体
験
、天
体
観
察
、

つ
と
っ
こ
作
り

定　

員　

70
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

４
，
２
５
０
円

２
６
月
１
日
㈬
か
ら
☎
で
大
滝
げ
ん
き

プ
ラ
ザ
（
☎
55

－

０
０
１
４
）
へ

25
第
35
回 

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

28

あ
ら
か
わ
Ｂ
級
グ
ル
メ
と

春
そ
ば
の
花
見

27
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

勇
絃
会
主
催 

邦
楽
演
奏
会

30

み
ど
り
の
村
の
催
し

26

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

秩
父
分
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

29
森
野
熊
八 

氏
講
演
会

〜
身
近
な
も
の
で
楽
し
く
料
理
を
〜

「
も
っ
た
い
な
い
が

食
育
の
基
本
」料理人・森野熊八 氏

31

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

32

県
立
秩
父
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開

33

荒
川
源
流
渓
流
釣
り
体
験

　

市
報
４
月
号
11
ペ
ー
ジ
の
国
民
健
康
保

険
人
間
ド
ッ
ク
補
助
指
定
医
療
機
関
一
覧

の
中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
倉
林
外
科
胃
腸
科
医
院
」
は
平
成
22

年
度
を
も
っ
て
指
定
医
療
機
関
か
ら
外

れ
、新
た
に「
高
橋
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
中

村
町
３

－

３

－

36 

☎
27

－

０
１
５
５)

が

平
成
22
年
度
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

１
保
険
年
金
課
☎
25

－

５
２
０
１

お
詫
び
と
訂
正



担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「すぐやる担当」へご連絡を！
おきがるコール　☎２６－１１３３（専用電話）23

秩父図書館の催しもの
●絵本相談日
と　き　５月24日㈫午前10時～正午
●おはなし会（約40分）
と　き　５月28日㈯、６月11日㈯午後２時～
対　象　４歳以上の幼児から小学校低学年の児童
※参加者は１階カウンター横へお並びください。
●大人のためのお話会（約１時間）
　ふだん子どもにしている童話や昔話を大人にも楽しんでい
ただく集いです。お気軽におでかけください。
と　き　６月４日㈯午後２時～
ところ　２階視聴覚室
語り人　秩父おはなしの勉強会

荒川図書館の催しもの
●ピヨピヨタイム(約30分)
と　き　６月14日㈫午前11時～
対　象　幼稚園・保育園に入る前のお子さんと保護者
ところ　ネットコミュニケーションルーム

秩父図書館（午前10時～午後６時）上町３－６－27 ☎22－0943
吉田分館　（午前９時～午後５時）下吉田6569－１ ☎77－1100
大滝分館　（午前９時～午後５時）大滝945 ☎55－0033
荒川図書館（午前９時～午後５時）荒川日野66－２ ☎54－1034

※図書館休館日はP.26「くらしのカレンダー」をご覧ください。

このたびの震災の影響により、
社会全体でエネルギー不足が
大きな問題となっています。

ごみの収集には車の燃料が必要です。
収集したごみを処分するのにも、

燃料と電気が必要です。

ごみを減らすこと ＝ 燃料と電気の節約

ごみを減らして省エネ効果！

●巡回日程

※8・9・1月はお休みとなります。
○大雨等の場合は巡回できませんので、秩父図書館にお問い
合わせください。

○貸し出しには『図書館利用カード』が必要です。利用カー
ドがない方はその場で発行しますので、身分証明書をお持
ちください。

○貸出期間は次回巡回日までです。

荒川西小学校
職員駐車場 大滝中学校駐車場 上吉田

塚越風間商店前
13：00～14：00 11：15～11：45 14：30～15：00
６/２㈭、７/７㈭、
10/６㈭、11/２㈬、
12/１㈭、２/２㈭、
３/１㈭

６/９㈭、７/８㈮、
10/13㈭、11/11㈮、
12/９㈮、２/10㈮、
３/８㈭

６/３㈮、７/１㈮
10/５㈬、11/４㈮
12/２㈮、２/３㈮
３/２㈮

移動図書館車

の「しばざくら号」
市内巡回をご利用ください

彩の国のマスコット  コバトン
©埼玉県

ごみの減量化にご協力をお願いします。

5・6
市民生活課の無料相談 問☎２５－５２００
相談名 とき・ところ

法 律
６月７日㈫・６月16日㈭　10時～15時秩父市役所（※）
※電話予約が必要。５月20日㈮午前９時から受付、各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜　13時～16時 秩父市役所（※）
５月18日㈬　13時～16時 大滝総合支所
６月15日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政
※時間は
　いずれも
　13時～15時

５月16日㈪、６月20日㈪ 秩父市役所（※）
６月６日㈪ 吉田総合支所（振興会館）
５月23日㈪、６月27日㈪　 大滝総合支所
６月13日㈪　 荒川総合支所

市 民 第２・４木曜　13時～16時

秩
父
市
役
所（
※
） 

消費生活（多重債務） 毎週月～金曜　９時～16時
行 政 手 続 ６月14日㈫　13時～15時
登 記 ５月18日㈬、６月15日㈬　13時～15時
税 務 ６月６日㈪　10時～12時
土 地 建 物 ５月17日㈫、６月21日㈫　10時～15時
暴 力 ５月26日㈭、６月23日㈭　10時～15時
女 性 ５月24日㈫、６月28日㈫　13時～15時
労 務・ 年 金 ５月23日㈪、６月10日㈮　13時～15時
公 証 第２・４火曜　９時30分～12時
※秩父市役所の相談会場は歴史文化伝承館です。なお、相談日が祝日の場合はお休みです。

相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと 

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204 ※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児(者)に つ い て

月～金曜　９時～18時 フレンドリー
☎22－7785 22－7055（身体障がい）
☎22－7045 21－6705（知的障がい）土曜 　９時～16時

精神障がい者
に つ い て 月～金曜　９時～17時 生活支援センター｢アクセス｣

☎24－1025 24－1026
障がい者の
就 労・ 生 活 月～金曜 ９時～18時 秩父障がい者就労支援センター

「キャップ」☎・22－2870
い じ め・
不 登 校 等

月～金曜　９時～17時 ひまわり教室 ☎22－2228
月･水･金曜　９時～12時 やまなみ教室 ☎72－2030

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時 （要予約）

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜 ８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局☎22－0827人権擁護委員による相談　

火曜(第5週を除く)９時～16時

結 婚
５/14㈯、６/11㈯13時～16時
※要予約（先着８人）
いきがいセンター 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と ５/19㈭13時～16時

福祉女性会館
内 職 月～金曜　９時～16時

ちちぶパートバンク
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業

月～金曜　９時～17時
ちちぶパートバンク

第３水曜　９時～16時30分
※ ４月から月１回の相談
日となりました。
吉田総合支所

中小企業者向
け金融よろず

６/１㈬13時～16時30分
※前々日までに☎で要予約
商工課（地場産センター３階）

商工課☎25－5208
(相談：埼玉県信用保証協会)

緊急・雇用労働
5月29日㈰　 商工課（地場産センター３階）
※５月23日㈪までに☎で要予約　 商工課☎25－5208
※平日は「緊急雇用相談窓口」開設中！

労 働 相 談・
メンタルヘルス
（各機関の相談）

●秩父保健所「心の健康相談」　☎22－3824
保健師・相談員の電話相談：月～金曜、午前８時30分
～午後５時、精神科医師による相談：要予約
●秩父地域産業保健センター（秩父郡市医師会内）☎23－2149
　産業医によるメンタルヘルス相談（要予約）
●労働相談センター（さいたま市）　☎048－830－4522
　電話相談、産業カウンセラーのメンタルヘルス相談



　

最
近
、入
浴
方
法
を
少
し
変
え
ま
し
た
。

好
き
な
音
楽
を
聴
き
、
好
き
な
将
棋
の
本

を
読
み
な
が
ら
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
長
く

浸
か
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
後
、
蓄
積
さ

れ
た
ス
ト
レ
ス

が
原
因
で
、
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ

の
調
子
を
保
つ

の
が
難
し
く
な

り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
自
分
に

合
っ
た
方
法
で
、

上
手
に
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
て

く
だ
さ
い
。

2011年5月号 24

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談
日６月23日㈭9:30～10:30受付（相談希望者は10：15まで）
内育児相談、身長・体重測定
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合　対生後３か月～７歳６か月未満
日６月10日㈮13:30～14:15受付
○ＢＣＧ　対生後３か月～６か月未満（３か月間）
日５月30日㈪13:30～14:15受付
※接種期間に受けられない場合はお問い合わせください。
○ポリオ　対生後３か月～７歳６か月未満
日５月13日㈮・23日㈪・25日㈬13:30～14:15受付
■健康相談　日６月16日㈭9：30～10：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳
申前日までに秩父保健センターへ☎または窓口にて
■愛の献血にご協力を
　５・６月の街頭での献血予定は秩父保健センターにお
問い合わせください。

吉田保健センター ☎77－1112
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談・健康相談
日６月７日㈫９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
■予防接種　
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ポリオ　対生後３か月～７歳６か月未満
日５月17日㈫13：15～14：00受付
○ＢＣＧ　対生後３か月～６か月未満（３か月間）
日６月17日㈮13：15～14：00受付
※接種期間に受けられない場合はお問い合わせください。

大滝保健センター ☎55－0102
■育児相談・健康相談　場大滝総合支所内　
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
申相談を希望する方は、大滝保健センターへ☎にて

荒川保健センター ☎54－2231
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ　対生後３か月～６か月未満（３か月間）
日５月25日㈬13：15～14：00受付
※接種期間に受けられない場合はお問い合わせください。
■育児相談
日６月６日㈪９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■健康相談
日６月８日㈬13：30～14：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳

日５月20日㈮  内 １歳６か月児健診（Ｈ21.９・10月生）
 ３歳児健診（Ｈ19.12月・Ｈ20.１月生）
日６月17日㈮  内 ４か月児健診（Ｈ23.１・２月生）
 10か月児健診（Ｈ22.７・８月生）

日５月25日㈬
内４か月児健診（Ｈ22.12月・Ｈ23.１月生）
　10か月児健診（Ｈ22.６月・７月生）　

日日時　場場所　内内容　対対象　持持ち物　定定員　費費用　申申込み　問問い合わせ　詳詳細

（藤岡局0274）

５
月
15
日

医師会休日診療所（内・小）熊 木 町 ☎23－8561
石 塚 ク リ ニ ッ ク（内・呼）大 野 原 ☎22－6122
秩父市立病院（※） 桜 木 町 ☎23－0611
原 内 科（内・リハビリ） 藤岡市下戸塚 ☎40－2255

５
月
22
日

医師会休日診療所（内・小）熊 木 町 ☎23－8561
健 生 堂 医 院（外・内）東 町 ☎22－0270
皆 野 病 院 皆 野 町 ☎62－6300
篠 塚 病 院 藤岡市篠塚 ☎23－9261

５
月
29
日

医師会休日診療所（内・小）熊 木 町 ☎23－8561
近 藤 医 院（産・婦・内）日野田町 ☎22－0043
秩 父 病 院（※） 　 和 泉 町 ☎22－3022
く す の 木 病 院 藤岡市旭町 ☎24－3111

６
月
５
日

医師会休日診療所（内・小）熊 木 町 ☎23－8561
水 野 医 院 （内） 山 田 ☎22－3315
秩父市立病院（※） 桜 木 町 ☎23－0611
光 病 院 藤岡市本郷 ☎24－1234

６
月
12
日

医師会休日診療所（内・小）熊 木 町 ☎23－8561
小 鹿 野 中 央 病 院（一次救急）小鹿野町 ☎75－2332
秩 父 病 院（※） 　 和 泉 町 ☎22－3022
鬼 石 病 院 藤岡市鬼石 ☎52－3121

６
月
19
日

医師会休日診療所（内・小）熊 木 町 ☎23－8561
横田内科・呼吸器科クリニック（内・呼）小鹿野町 ☎72－7447
秩父市立病院（※） 桜 木 町 ☎23－0611
く す の 木 病 院 藤岡市旭町 ☎24－3111

※医師会休日診療所の診療時間：午前10時から午後５時までです。
※休日診療以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです（藤岡市を除く）。
　ただし、（※）印の病院は午後６時以降、☎で確認のうえ受診してください。
※詳しくは秩父郡市医師会・藤岡多野医師会のＣにて確認できます。

平日夜間小児初期救急
曜日 病　院　名 電　　話
月曜 あらいクリニック ☎25－2711
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022

火・木・金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

埼玉県小児救急電話相談
電話番号　＃８０００（シャープ８０００番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時
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各保健センター共通のお知らせ
■ 小児用肺炎球菌ワクチンおよびヒブワクチン接種費の
助成を始めます

　厚生労働省において、小児用肺炎球菌およびヒブワク
チン接種は接種後の死亡事例が複数報告されたことから
念のため一時的に見合わせていましたが、３月24日の専
門家の会議で、今回の死亡例や国内外のさまざまな情報
を集めて検討を行い、安全性上の心配はないとされ、４
月１日から接種を再開することとなりました。
　これに伴い、秩父市では５月から予防接種費の助成を
始めます。この予防接種は予防接種法の定期接種によら
ない任意の接種です。希望者は下記の内容を確認のうえ
予防接種を受けてください。

※ 接種の受け方や指定病院・医院等の詳しい内容は、各
保健センターへお問い合わせください。

※ 接種再開についての詳細は、厚生労働省Ｃ「ワクチン
接種緊急促進事業について」をご覧ください。

■ 各保健センター等で受けられる検診（集団検診）の申し込み
（胃がん検診、大腸がん検診および乳・子宮頸がん検診）
　７月に実施する集団検診の申し込みを、６月１日～10
日（土・日・祝日を除く）８：30～17：15に各保健セン
ターで受け付けます。
申窓口または☎　詳健康カレンダーをご覧ください。
■ 指定医療機関で受けられる検診（個別検診）の申し込み
（胃がん・子宮がん・歯周疾患検診）
　６月1日～10日（土・日・祝日を除く）８：30～17：
15に各保健センターで受け付けます。
詳健康カレンダーをご覧ください。
■健康診査
対生活保護世帯または中国残留邦人等支援受給の方
（今年度中に40歳以上になる方は申し込みできます。）
※ 国民健康保険・国民健康保険以外の医療保険・後期高
齢者医療保険加入者は10ページをご覧ください。

内身体測定・血圧・血液検査など
申11ページの「後期高齢者 健診日程表」から希望日を
選び、６月10日㈮までに各保健センター窓口へ
持証明となるもの（生活保護世帯の方は受給証、中国残
留邦人等支援受給の方は本人確認証）

■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん　対第１期：１歳～２歳未満、第２期：
小学校就学前の１年間（Ｈ17．4．2生～Ｈ18．4．1生）
※ 第２期の該当者へは個別通知済みです。通知が届いてい
ない方は各保健センターまでお問い合わせください。
○三種混合　対生後３か月～７歳６か月未満
内初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）
　追加…１回接種（初回３回目を接種した日から１年～
１年６か月の間に接種）
※ 三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてくだ
さい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。

■第４期麻しん風しん定期予防接種（集団）
対平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方（４
月１日以降、高校３年生相当の年齢になる方）
※ 該当者へは個別通知済みです。通知が届いていない方
は各保健センターまでお問い合わせください。

■すこやか相談　※予約制・個別相談
対お子さんのしつけ、ことば、その他発達や子育てに心
配・不安のある方
場各保健センター　申各保健センターへ☎にて
※詳しい日時は相談のうえお知らせします。
■秩父市言語教室「えがおの会」（旧言語リハビリ教室）
日６月23日㈭13：30～15：30　場影森公民館
対脳血管疾患等の後遺症により、「話す」・「読む」・「書
く」・「聴いて理解する」などでお困りの方と家族
内歌やゲーム、口の体操、参加者との交流など
詳各保健センターへ
■血液サラサラ個別健康教育
　生活習慣改善にむけて個別にアドバイスを行います。
対40～64歳までの方で、脂質検査の値が正常よりやや高
めで気になる方（脂質異常症で治療中の方以外）
日６月下旬～12月までの約６か月間
※内容・日時など詳しくはお問い合わせください。
費1,000円　定15人（先着順）
申５月23日㈪～６月10日㈮（土・日・祝日を除く）８時
30分～17時までに☎で希望する保健センターへ
■高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費補助
対満75歳以上の市民（接種日に75歳になっている方）
日平成24年３月31日㈯まで　場指定の医院・病院等
費接種料金6,500円（自己負担4,500円、市の補助2,000円）
※ 一人１回限り補助（自己負担金は接種を受けた指定医
院・病院等窓口で支払い）

※生活保護世帯・中国残留邦人等支援受給の方は全額補助
※指定の医院・病院等詳しくはお問い合わせください。

秩父保健センター ☎22－0648
■秩父保健センターまつり
日６月５日㈰10:00～14:00（開場は９：30からの開会式終了後）
内健康度チェック・骨密度測定・医療相談・はりマッサー
ジ・キッズコーナー・健康づくりウオーキング・バザー・
作品展示・販売コーナー・屋台囃子演奏など（来場者に
抽選で記念品を贈呈）
※車の方は第２駐車場をご利用ください。（台数限定）
※ 健康づくりウオーキングのみ事前申し込みが必要（５
月20日㈮午前９時から秩父保健センターで受付。☎可、
先着50人、参加無料）

●以下、駐車場が満車の場合は第２駐車場をご利用ください
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

予防接種
の 種 類

小児用肺炎球菌
ワクチン

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）
ワクチン

対 象 市内に住所のある生後２か月～５歳未満のお子さん
助成期間 ５月１日㈰～平成24年３月31日㈯
接種料金 無料

接種回数 １回～４回接種
（接種を始める年齢によって接種回数が異なります）

受 け 方

①各保健センター窓口へ直接申し込む
※必ず母子健康手帳をお持ちください。
②予診票等、必要書類を受け取る
③指定病院・医院等へ予約をして予防接種を受ける
※申し込み受付は５月２日㈪からです。

日６月２日㈭　内３歳児健診(H20.2月生)
６月14日㈫　　４か月児健診(H23.1月生)
６月15日㈬　　１歳６か月児健診(H21.11月生)
６月28日㈫　　10か月児健診(H22.8月生)



納期限
●固定資産税　第１期分
●軽自動車税　第１期分５/31（火）

休日窓口のご案内（歴史文化伝承館１階）

　　麻しん風
しん予防接種
（高３相当の方）

　　麻しん風
しん予防接種
（高３相当の方）

　　麻しん風
しん予防接種
（高３相当の方）

日 月 火 水 木 金 土

�� ��  ��  ��  ��  �� ��  
休日窓口

秩父 両親学級②

秩父 両親学級① 吉田 １歳６か月・３歳児健診
秩父 胃がん検診

荒川　　麻しん風
しん予防接種
（高３相当の方）

秩父

秩父

秩父

秩父 ４か月児健診
吉田 ポリオ予防接種

秩父 １歳６か月児健診
荒川 胃がん検診

秩父 行政相談 秩父 土地建物相談 秩父 法律相談

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝

�� �� ��  �� ��  ��  �� 
休日窓口

休日窓口

秩父 育児相談 秩父
荒川 ４か月・10か月児健診
荒川 ＢＣＧ予防接種

秩父 両親学級③
秩父市言語教室 吉田 胃がん検診

秩父 公証相談
秩父 女性相談 秩父 人権相談

秩父 市民相談
秩父 暴力相談

秩父 ポリオ予防接種

秩父 労務・年金相談
大滝 行政相談

秩父 登記相談
大滝 人権相談

休館：大滝

休館：大滝

休館：大滝

�� �� ��  � � �  
秩父 ＢＣＧ予防接種 秩父

休館：大滝 休館：秩父 休館：秩父荒川 吉田 休館：大滝

� �  �  �  � ��  ��  
休日窓口 荒川 育児相談 秩父 乳・子宮頸がん検診

吉田 育児・健康相談
荒川 健康相談 秩父 三種混合予防接種

秩父 税務相談
吉田 行政相談

秩父 秩父 労務・年金相談

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝

�� ��  ��  ��  ��  ��  ��  
休日窓口 秩父 ４か月児健診秩父 胃がん検診 秩父 １歳６か月児健診 秩父 健康相談

秩父市言語教室
秩父 育児相談

吉田
吉田 ＢＣＧ予防接種

荒川 行政相談
秩父 行政手続相談
秩父 公証相談

秩父 登記相談
荒川 人権相談

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝

�� �� ��  ��  �� ��  �� 
休日窓口

秩父 行政相談 秩父 土地建物相談
秩父 市民相談
秩父 暴力相談

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝
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くらしのカレンダー

５月の納税

休日窓口のうち、日曜・祝日は再開しましたが、平日夜間窓
口・最終日曜窓口はしばらくの間実施しません（４月25日
現在）。ご理解・ご協力をお願いします。
　市民課　２２－２２１１（内線２１３２）

納期限内の納付にご協力をお願いします。
口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えますので預貯金の残高をご確認ください。

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑証明書や所得課税証明書などの発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行いません。
※なお、計画停電等が実施された場合、その時間帯（前後20分
を含む）には、住民票の写し等証明書の発行ができません。

日曜・祝日
8時30分～正午
午後1時～5時
　１階総合窓口

問

問

場

収納課　２２－２２１０

５/15（日）～６/25（土）

��

�
��

ポリオ予防接種

10か月児健診 秩父 ３歳児健診

法律相談 秩父 人権相談

秩父 人権相談

秩父 市民相談

秩父 法律相談

４か月・10か月児健診

保健センターの催し・健診など（１段目）

市民生活課の無料相談室（２段目）

秩父 吉田吉田総合支所
大滝 荒川

●消費生活相談（多重債務）
日毎週月・火・水・金曜（９～16時）
場歴史文化伝承館１階
問

秩父 秩父図書館　吉田 吉田分館　大滝 大滝分館　荒川 荒川図書館
■Ｐ.23「図書館だより」もご覧ください。

■Ｐ.24、25「保健センターだより」、３月に配布した
　「秩父市健康カレンダー」もご覧ください。

■その他の相談はＰ.23「無料相談室」をご覧ください。

休日窓口

 図書館休館日（最下段）

荒川総合支所
歴史文化伝承館
大滝総合支所
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